
































アイ★チュウ




Fan×Fun×Gift♪♪2








著／pero

原作・監修／リベル・エンタテインメント





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　むかし、むかし、あるところに可か愛わいい男の子がおりました。

　男の子はどの女の子よりも細くて華きや奢しやで、とても愛らしい顔立ちをしておりました。

　ところが、あまりの可愛さに女の子から疎そ外がいされたり、戸と惑まどう男の子達からはいじめられたりしました。

　可愛い男の子は気づきました。自分の可愛さに嫉しつ妬としている連中と無理につるむ必要なんてない。

　そんな連中の為に自分が合わせる必要なんてないと。

　可愛い男の子はそのうち笑顔すら誰にも見せず、無表情のままひとりで過ごすようになりました。




　小学校高学年。華はな房ぶさ心こころはいつもひとりで過ごしていた。

「華房くんだ……今日も無表情」

「変わってるよねー」

　遠巻きに自分の悪口が聞こえてくる。そんな声を無視して心はもくもくと帰り支じ度たくをしていた。
















（算数の宿題が出てたな。あと、国語の授業……確か明日当たるんだっけ？）

　心は明日の日付を思い出す。ちょうど、明日は心の出席番号と同じ日付だった。担任は日付と同じ出席番号の生徒を、いつも授業のときに当てていた。

　引き出しの中を覗のぞき見る。念の為に明日当たりそうなところを自宅でチェックしようと思い、国語の教科書を取り出した。

　いつもより少し多めの教科書を持って帰る。しかし、心にとってこのくらいの重さはどうってことなかった。

（低学年のときは教科書に落書きされる事もあったから全部持ち帰ってたけど、俺が無反応なせいか、あいつら面おも白しろくなくなったみたいで何もしなくなったんだよね）

　教科書をかばんに入れて肩に掛ける。

　かばんを背負った反動で先ほど心の悪口を言っていたクラスの女子と目が合った。

　すると女子はすぐさま目を逸そらした。

「…………」

　心はそのままスタスタと教室の外へ出る。

　見えなくなったところで、先ほどの女子がキャーキャーと大声で騒ぐ声が聞こえた。

「ねえ、ねえ！　今の見た？　超にらんでたよね？」

「何、意識してんだろうねー。オカマになんか興味ないっての！」

「ね～。だから友達ゼロなんだっての！」

　聞き捨てならない言葉が聞こえてきて、心は思わず立ち止まる。

（は？　誰がオカマだ！）

　そのような言い方をされるのは屈くつ辱じよくだった。

　クラスのどの女子よりも心が可愛いからって、そのような悪口を見えないところで言われる必要はないはずだ。

　直接そのように言ってやりたい気持ちを心は我が慢まんして再び足を動かした。

　先ほどと違い、少し激しく音を立てて歩いた。

（俺の事を見た目だけで判断するような人達なんてこっちから願い下げだ。友達なんて……友達なんていらないんだから！）

　心の中でそう毒づきながら、どうにも発散出来ない気持ちを抱えて、心はイライラしながら歩を進めていく。

　しかし廊下の角を曲がろうとしたとき、事故は起こった。

「わっ！」

「っ！」

　廊下を曲がった瞬間、誰かとぶつかった。ぶつかった勢いでお互いに後ろに倒れそうになる。

　心は尻しり餅もちをつくのを覚悟して目を瞑つむる。

　しかし、衝しよう撃げきはなかった。おそるおそる目を開けると、綺き麗れいな人と目が合った。

「大丈夫ですか？」

　その人は心が後ろに倒れこまないように腰を支えて腕を摑み、自分の方へと引き寄せていた。

「あ……ああ。大丈夫……」

　心は目をぱちくりとさせて、状況を確かめる。

（隣のクラスの神楽かぐら坂ざか月るな……）

　そこには幼稚園の頃から知っている神楽坂月が申し訳なさそうにこちらを見ていた。

「良かった。こちらの不注意でぶつかって申し訳ないです」

　月に丁てい寧ねいにお詫わびをされてしまった。心も苛いら立だって周りが見えていなかったからお互いさまだと思い、謝あやまろうとする。

「いや、こっちこそごめ──」

「ちょっと！　神楽坂君が謝ることなんてなにもないわよ！」

「そうだ、そうだ！　君……確か隣のクラスの華房君だったよね？　注意したまえ！」

　月の後ろから次々と心に非難を被せるこのうるさい連中は、確か月の取り巻きだったと記憶している。

「神楽坂君は政治家の御おん曹ぞう司しだぞ？　その彼にケガさせようものなら、一大事だってわかっているのかい？」

　あまりにも失礼な言われように、心は謝る気持ちがすっかり消えてしまった。

「は？　だったら、ケガしないように家に引きこもってなよ」

「ちょっと！　神楽坂君の前でなんてことを！」

　月への暴言だと捉とらえた取り巻きが、心に向かって怒りをあらわにした。

「金魚のフンのようなあんた達に言っても仕方のないことでしょ？　だから、リーダーである彼に助言してあげただけ」

　心は月に向かって言葉を突きつける。これで少しは怯ひるむだろうと思ったが、月は特に怯む事もなく笑って対応した。

「ごめんなさい、華房さん。……あなた達、僕を立てる前にまずは他人を気き遣づかえるようになってはいかがですか？」

　月は取り巻きに向かって、窘たしなめた。

「今更別にいいよ。もうあんた達と関わるのも疲れたから二度と関わらないでくれ」

　そして、今度こそ心はその場から立ち去る事にした。

　すれ違いざま、月は心をまっすぐ見つめていた。

「あの華房さ──」

「神楽坂君。行こう」

　取り巻きが月の腕を引いた。心は一瞬彼の呼び掛けに歩みを止めようかと思ったが、その様子を見て再び歩き始める。

（どうせ、教室に戻ったら取り巻き連中と一緒に俺の悪口大会になるんだろうな）

　いいところのお坊ちゃんだからって善人とは限らない。

　あんな取り巻き連中を引き連れる親玉なのだから、神楽坂月もクラスの女子も同類なのだろうと決めつけた。

（ただ……相変わらず綺麗な顔だった。特に……あの瞳ひとみ）

　すれ違ったときの月の瞳を思い出す。まるで水面が揺れ動くような透すき通った綺麗な目をしていた。

　もし彼のような環境であれば、自分も変わっていたのだろうかと心は考える。

　しばらくして、考えても無む駄だな事だと気づいた。心は考える事をやめて、たどり着いた昇降口で靴を履はき替えそのまま帰って行った。




　家に帰ると心はすぐに自室のある二階へと向かった。自室に入り真っ先にクローゼットを開く。

「……よしっ！」

　クローゼットの中からとある物を引っ張り出して、ベッドの上に置く。

　そして、心は鏡台の前に座りメイク道具一式を引き出しから取り出す。

「スキンケア、下地、ファンデーション、フェイスパウダー、アイブロウ、アイシャドウ、アイライナー、マスカラ、チーク、グロス……完璧！」

　取り出したメイク道具一式を並べて心は手際よくメイクを始めた。

　そして、メイクが整った後はベッドに置いたとある物を手に持つ。

　心が手に持ったものはロングヘアーのウィッグだった。

　慣れた手つきで心は全身が映る鏡を見ながら頭にセットする。

「うん……これで大丈夫だよね？　あとは……」

　再びクローゼットに戻り、心は服を選ぶ。

　取り出したのは花柄のワンピース。この間、通販で見つけたお気に入りの服だった。

　ファスナーを下ろして、片方ずつ足を通して持ち上げた後、袖そでを通してファスナーを上げる。

　中に入った髪の毛を心は両手ですくいあげて服の外へと出した。

「うん！　完璧ね！」

　心は鏡の前でくるりと一回りした後、部屋を出て外へと向かった。




　人には言えない秘密が心にはあった。

　それは男の子であるはずの心が女の子の姿をして外に出る事である。

（普通の女子なんかよりも心のほうがよっぽど可愛い。だって、ほら──）

　すれ違う男子学生が心を見て頰ほおを赤らめた。

（そうよね。顔が赤くなっちゃうくらい心が可愛いんだよね？）

　自分の容姿を自信満々に披ひ露ろうできる事が心にとって最高に気持ちよかった。学校とは違い、この姿をしているとみんな心に注目してくれる。

　周りの様子にすっかり気を良くした心は思わずスキップをしたくなった。

　すっかり油断していたせいか心は気がつかなかった。

「華房さん……？」

　呼ばれた自分の名前に思わず振り返る。

「っ!?　なっ!?」

　何でと言いたかったが驚きのあまり言葉にならなかった。振り返ったところに先ほど別れたはずの月がいたのだ。

「その格好は……一体？」

　月は心の姿を上から下までマジマジと見つめた。

（なんで、あんたがここに!?　ってか、何とか誤魔化さないと！）

　心は脳をフル回転させて誤魔化す方法を考える。

「えっと……誰かと勘違いしてませんか～？」

「えっ？」

「私、ナンパとか困りますから～。……さよなら！」

　結局うまく誤魔化せる方法が考えつかなくて、心はその場から一いち目もく散さんに立ち去った。

　きっと後ろでは月が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているだろうが、そんな事を気にする余裕が心にはなかった。

（ヤバイヤバイヤバイ！）

　まさかあの神楽坂月にこの姿を目撃された上に、心だと気づかれるとは思わなかった。

　声を高くして誤魔化したとはいえ、本当に騙だませただろうか。

（せっかく学校のときとは違う気分を味わえてたのに……きっと噂うわさになっちゃうんだろうな……）

　明日からの学校生活の事を考えると、心は嫌な気分になる。

　可愛く変身して楽しかった気持ちがどんどん萎しおれていくのを心は感じた。







　月から逃げてきた帰り道。心はトボトボと歩いていた。

　そんな中、ふと目に入る。それはいつも通る公園の花か壇だんだった。

　傍そばに寄って花を見るが、まだつぼみの状態で咲いていない。

（そういえば誰がここの花を世話してるんだろう）

　花壇を見わたすと、つぼみの中に一輪だけ咲き誇ほこっている花があった。

　心は近寄ってまじまじと見る。

（一輪だけ咲いている。へぇ、まるで自分が一番美しいとわかっているようじゃん。綺麗で可愛いし、ママにＬＩＭＥライムで送ってあげよっと）

　心は一輪だけ咲いている花をスマホで撮影し、お気に入りのスタンプをつけて母親に送信した。

（よしっ！）

　送り終えて満足気にしていると後ろから誰かがやって来た。

「すっかり遅くなっちゃったよ～。お花さん、ごめんね。今からお水をあげるから──っとと!?」

　後ろからやって来た女の子がじょうろにたっぷりと入っていた水をバシャーンと零こぼしてしまう。

「きゃっ!?」

　溢れた水が心の足元にまで飛んできた。

「いたたっ……はっ!?　ご、ごめんなさい！　スカートに水が飛んじゃった!?」

　起き上がった女の子は心に水をかけてしまった事に青ざめて傍に慌ててくる。

「まあ、少しかかっただけだしすぐ乾かわくから平気……。そんなことよりも自分のことを気にしたらどうなの？」

「へ？」

　転んだ女の子は何を言われているのか全く理解出来ていないようだ。心は呆あきれた目をして問題の部分を指さした。

「えっと……あっ！　血が出てる!?」

　指さされた膝ひざを女の子が目視すると、ようやく血が出ている事に気がついたのか突然あたふたとし始めた。

「ちょっとケガしてるんだから、そんなバタバタ動かない！　絆ばん創そう膏こう持ってるから貼はってあげる」

　心はたまたま持っていた絆創膏をかばんから取り出して、ベンチを指さす。

「あそこで座って待ってるから、まずはそのケガを水で綺麗にしてきなよ」

「う、うん！　わかった」

　女の子は水場まで走って行った。

（そんなに慌あわてることないのに……）

　心は先にベンチに座って女の子が来るのを待ちながら、水場で一いつ生しよう懸けん命めいに洗っている女の子を観察する。

　短いが、栗くり毛げ色いろのフワフワとした髪が女の子らしさを強調していた。目もクリクリとしていて心から見ても可愛いと思う。

（でも、俺のほうがもっと可愛い）

　心はじっと女の子を観察し続けた。すると、その視線に気がついた女の子が慌てて心の元に走ってくる。

「待たせてごめんね！」

「別に慌てることなんてないのに……。まあ、いいや。ほら、座って」

　隣に座るように促うながすと、女の子はおずおずと座った。

「じっとしててね…………はい終わり」

　膝に絆創膏を貼るだけなので一瞬だ。

　女の子は貼ってもらった絆創膏をじっと見つめる。

「この絆創膏、ネコさんだ！　可愛いね！」

「そ、そう？」

「うん！　ありがとう！　えっと……」

「……華房心。心でいいよ」

「ありがとう、心ちゃん！　僕は及おい川かわも……」

　女の子はお礼を言って自分の名前を名乗ろうとした途と端たん、口を閉ざしてしまった。

「及川も？」

「あっ！　えっと、ごめんね！　僕の名前は及川……桃もも。及川桃っていうの！　だから桃って呼んでください！」

　桃と名乗る女の子は深々と頭を下げた。

「そんなにまでしてお願いしなくてもいいよ！」

「ほんと？　やったー！」

　桃は心に了承してもらったのが嬉しいようで、両手を広げて喜んでいた。

「心ちゃん、さっきあそこの花壇見てくれてたよね。あそこのお花さんはね、僕が育てたお花さんなの！」

「桃が？」

　つい先ほど見ていた花を、心は思い出す。

「うん！　すっごくじーっと見てくれていたからもしかして、なにか気になることでもあったのかなと思って」

「ああ。一輪だけ綺麗に咲いていた花があったから、見てただけ」

　一輪だけ凜りんとして咲いていた花は、心の記憶に焼きついていた。

「そうなの。一輪だけだと困るから早く他のお花さんも咲かせてあげなくちゃ……」

　桃は困ったような顔で花壇を見つめた。

「何故、他の花も咲かないと困るの？」

　今咲いている花だけでも十分に綺麗だと思い、心は何気なく尋たずねた。

「だって、今咲いているお花さんがかわいそう……」

「かわいそうってどういうこと？」

「ひとりだけ咲いてて周りが咲いてなかったら寂さびしいって思わない？」

　花に寂しいなどという感情があるわけがない。喉のどまで出かかった言葉を心は吞みこんだ。

「……きっと平気だよ。むしろ一番綺麗に咲き誇ってるから鼻はな高たか々だかなんじゃない？」

　桃の言葉に合わせて心も花の気持ちを語った。しかし、桃はその言葉を素直に受け止める事が出来なかったようだ。

「そうなのかな？　僕があのお花さんなら、みんなまだつぼみの中にいるのは寂しいって思っちゃう気がするなぁ」

　桃はどうやら花の気持ちになって考えているらしい。

　桃の意見を聞いて心は胸がムカムカとして息苦しい気分になった。

（なんだよ。あの花に向かって言ってるだけなのに、なんで俺がこんな不快な気持ちにならなくちゃいけないんだ）

　心がずっと黙だまっていると桃は心配したようだ。

「心ちゃん？　急に黙ってどうしたの？」

　桃が心配そうに心に向かって手を伸ばす。心は伸ばされた手を払いのけた。

「花になりきって考えるなんて、どうかしてるんじゃない？」

「っ!?」

　突然の言われように桃は傷ついた顔をする。胸のうちはムカムカからズキズキとした何とも言えない気持ちに変わった。

「……私、帰るから」

　これ以上、桃の表情を見ていられず、心はベンチから立ち上がって公園から出ていった。

（俺は悪くない……）

　まるで呪じゆ文もんのように唱える。頭の中には先ほどの桃の顔が焼きついていた。

　心はその事を忘れるべく急いで家に帰る事にした。




　後日、心は桃に言ってしまったきつい言葉を気にしていた。

　次会ったときにきちんと謝ろうと思って、何度か公園に立ち寄ったがタイミングが悪いのか、もしくは意い図と的てきに避けられているせいなのか会う事は叶わなかった。

　今日も心は女の子の格好をして公園の花壇を訪れていた。

（今日もいない。やっぱり嫌きらわれちゃったかな……）

　相変わらず一輪だけ咲いている花を見つめながら心は考えた。

　桃の事とは別に心の頭を悩ませている事はもうひとつある。

　この間、月に女の格好の姿を見られた事だった。あの後、緊張しながら学校に行ったが、心のあの姿については誰も噂していなかった。

　どうやら月は誰にも話さなかったようだ。

　だがそれとは別に、クラスの女の子や男の子がいつも心を見ては遠巻きにコソコソと話している事は変わらない。それが全て心には悪意あるものだと感じられた。

　そのせいで他人に対して壁を作ってしまった心だが、桃と出会って少しイメージが変わった。

　桃は心に対して悪意は一切なかった。そんな桃の事が心は気になっていた。

（また明日も来てみよう）

　諦あきらめずに何度でも訪れようと決めた瞬間だった。

「ねえ」

　桃だと思った心は勢いよく振り返る。

「桃！」

　だが、そこにいたのは桃ではなかった。

「……ごめんなさい。待ち人ではないようで」

「あんた……神楽坂月……」

　心の目の前にいる神楽坂月は綺麗な微び笑しようをこちらに向けた。

「やっぱり華房さんでしたか。そんな固い呼び方をしないでください。僕のことは月と呼んでください」

「っ!?　……一体なんの用なの、神楽坂さん？」

「つれないな。昔からの幼おさな馴な染じみだというのに……」

　神楽坂月は相変わらず表情を崩くずさずにこちらを見つめる。

「ただ、幼稚園から小学校まで一緒だったってだけじゃん。それ以外で俺、あんたと仲良くなったことあったっけ？」

「ううん。特になかった。だけど、僕はずっと華房さんのことが気になってたんだ」

　月は一歩前に進んで心に近づいた。髪を耳にかき上げながら心をまっすぐに見つめる。

　その動作はまるで芸術品のように美しい。そんな月に少しドキドキしつつ、心は平常心を保たもちながら理由を聞いた。

「俺が気になってた？　そういえば、いつもの取り巻きはいないじゃん。あいつらはどうし──」

　話が止まった。いや、止められてしまったのだ。月は心に更に近づき、人差し指を心の唇くちびるにあてて、しーっと口を動かした。

「今は僕とあなただけ。他の人の話題は野や暮ぼってものじゃないですか？」

　そう言いながら月の口こう角かくが上がる。まるで、二人きりになるのを待ちわびていたと言われたような気分だった。月の切れ長な睫まつげが震ふるえる瞬間を見た。

（すごく綺麗……）

　一度その美しさを目の当たりにすれば、目を逸らす事は容よう易いではない。

　月は名前の通り、まるで月光の下で咲いている大輪の花のような人物だと心は思った。

「見とれちゃいましたか？」

「っ!?」

　ふふっと笑いながら月に言われ、心はさっと後ずさる。

（なっ、なんなんだ、この男!?）

　正気に戻った心は月を警けい戒かいして一定の距離を取った。

「ふふっ、ごめんなさい。少し冗じよう談だんがすぎましたね。取り巻きについてでしたか？　彼らならうっとうしいから振り払ってきました」

　先ほどとはまた打って変わった笑顔を見せる。

「あんた……前から思ってたけど、結構性格悪いよね？」

「それは、お互いさまだと思います」

「ひどい奴……」

　月は少しも悪びれもせず答えた。そんな彼を見て心は呆れる。

「そんな顔しないでください。あの子達は僕のことなんてどうでもいいんです。親から『神楽坂家の嫡ちやく男なんと仲良くなりなさい。きっと将来良い縁えんとなるでしょう』なんて言われてるんです。華房さんが言った通り彼らは金魚のフンですね。ふふっ」

　月は口では笑って言っているようだが、目は笑っておらず悲しそうに見えた。

「そんな奴らと友達になるくらいならひとりでいたほうがマシだね」

　心が本音で話すと、ルナは嬉しそうに笑った。

「ええ。仰おつしやる通りですね。僕は親の建たて前まえがあるので穏おん便びんにすむように取とり繕つくろって上う手まく仲良くしてますが、本当は貴方あなたみたいに素直な気持ちを吐はき出したいものです」

「だったら素直な気持ちを吐き出せばいいじゃん」

「……簡単に言ってくれますね。では素直に言葉にしてみましょう」

　月は背筋をピンと伸ばして、心と向かい合った。

「僕と友達になってくれませんか？」

「は？」

　思わぬ月の本音に心は驚おどろいた。

「言ったじゃないですか。本音で話せと。僕はずっと華房心というひとりの人間が気になっていたんです」

「どうして俺のことを？」

「なぜかと聞かれると、僕も不思議です。ですが、昔から貴方はどこか普通の人と違うなと思っていました。その愛らしい容姿のせいか、はたまた容姿とは正反対の強気な性格のせいか」

「あんた、けなしてるわけ？」

　だんだんとからかわれているような気になった心が反発した。その反応を受けても月は言葉を続ける。

「いや、ずっと気になってはいたけど、本当に気になったきっかけは、華房さんが女の子の格好をして歩いているのを目もく撃げきしたときからですね」

「っ!?」

　月が放った言葉に心は大きく反応した。

「あんた……ほんと変わってる」

「ふふっ。一目見た瞬間気づきました。それは趣味なのでしょうか？」

　月の言う通り、心は休日になると女の子の服を着て、街中を歩いていた。

　他人から見れば趣味と思うかもしれない。だが、心にとって女の子の服を着るという事は趣味の範はん疇ちゆうというわけではなかった。

「……趣味じゃない。これは、いわば当たり前の行動だ」

　もうバレてしまったからには隠かくす必要がない。心は月にどうして女の子の格好をするかを説明する事に決めた。

「俺は……ぶっちゃけ普通の女子よりも可愛い自信がある！　だから自分が一番魅力的に見える格好をしているまでだ！　なんか文もん句くあるか！」

　心は月がこの事を他人にバラそうというつもりならば、殴なぐってでも止める勢いで言い放った。

　だが、月は心の話を真剣に聞いていた。

「文句なんてないです。だから、僕と友達になってください」

「あんた、俺の話聞いてた？　この話を聞いてなんでまだ友達になりたいって思うんだよ！」

「それは、貴方のそのまっすぐ芯しんの通った性格に惚ほれたから。だから貴方のことが気になっているんです」

　どうして月がここまで自分と友達になりたいというのか心には理解出来なかった。

「わからない……。どうして？」

「理解できないというなら、何度だって言います。僕は貴方と友達になりたい。だから、お願いします」

　真剣な瞳で月は心に友達になってほしいと申し入れる。

　心は揺らいだ。月のようにまっすぐな人ならば信頼してもいいのではないだろうか。今まで陰口を言っていたクラスメイトとは違う気がした。

　心が何か言おうと口を開いたそのとき、待ちわびていた人の声が聞こえてきた。

「あれ？　心ちゃん？　心ちゃんだ！」

「っ！　桃……!!」

　何度も彼女に謝ろうと思って公園に立ち寄っていたが、ようやく会えた。

　心は喜びのあまり、桃のところに駆け寄ろうとしたが立ち止まった。

「及川さん？　この人は？」

「あれ？　新しいボランティア仲間？」

　桃はひとりではなく、友達らしき女の子を何人も連れていた。

「この間、知り合った心ちゃんだよ！　心ちゃん、この間のことなんだけど──」

　桃は心に駆け寄って、この間の事を話し始めた。しかし、心はそれどころではなかった。

（なんだ。この子も結局、他にちゃんと友達がいるんじゃない）

　心はずっと桃の事を待っていたというのに、会えなかった間、桃は連れてきた友達ときっと遊んでいたのだろう。

　そう思うと、心はどんどん苛立ちを募つのらせた。

「心ちゃんも、もしかして僕に会うためにここに来てくれたの？」

「……そんなわけないじゃない。あんたのことなんて全然知らない」

「え？　で、でも……この間ここで僕とお花さんのお話をしたもん」

「…………」

「僕、あのあと実は──」

「いい気にならないで」

　桃の言葉を遮さえぎって心は言い放つ。

「別にあんたのことを待っていたわけじゃないし、勘かん違ちがいしないで。ってか、その言い方。まるで私と桃が友達みたいじゃん。やめてよね、そういうの。私、誰とも友達になんてなる気ないから」

　心は止まらなかった。最後まで言い切ったときにはもう手遅れだった。

　言い終わった後桃を見ると、桃は涙をぽろぽろと零していた。

「ちょっと、あんた！　いきなりなんなの！　ひどいじゃない！」

「最低！」

　桃が連れてきた友達が桃を守るように庇かばう。

　心は桃の涙を見て後こう悔かいした。この間だって言いすぎたばかりなのに、また自分の感情に任せてひどい事を言ってしまった。

「…………」

「謝りなさいよ！」

「ぼ、僕はもう大丈夫だから！　心ちゃん、急に泣いてごめんね？　一度落ち着いてお話しできないかな？」

「……無理よ」

　心は後ずさる。すると後ろにいた月にトンとぶつかった。

「華房さん……言うべきこと、わかってますよね？」

　月は明らかに怒っていた。無理もない。桃にあんな言い方をして周りの人も不ふ快かいにならないわけがない。

　本来は謝るべきなのだが、心は震えて言葉が出なかった。

「…………っ！」

　心は公園の出口に向かって走り出した。

「あ！　心ちゃん！」

　桃が呼び掛けるがそれを無視する。これ以上、惨みじめな思いをしたくない。

（友達なんていらない！　俺のことを理解してくれない人と友達になんてなれるわけがない！）

　心の中で叫ぶ。友達なんて必要ないと。どうして桃と出会ってしまったのか。どうして、月と出会ってしまったのか。自分の感情の揺れに心は戸惑った。

　これ以上、誰とも話したくないという我わが儘ままな感情のまま、心はしばらく自室に引きこもる事になった。




　しばらく心は学校を休んだ。誰にも会いたくなくて両親にも噓うそをついて。

（ママ、心配してるよね。でも今は誰にも会いたくないの。だってまたきっとひどい事を言ってしまうから……）

　心が自室のベッドに引きこもっていると、扉とびらがノックされた。

　心が起き上がって扉を開くと母親がいて、心に届いたという手紙を渡す。

（手紙？　一体なんだろう……）

　手紙を開くと、その中には押し花とメッセージカードが入っている。

（綺麗な押し花……一体なんの花なんだろう？）

　花の種類が気になった心は後ほど図ず鑑かんで調べようと思い机に置き、まずはメッセージカードを見る事にした。

「華房心様。公園にてお待ちしております。……神楽坂月と及川桃より」

　メッセージカードを送ってきた相手は月と桃だった。この間の事があったというのに、何故心にこんなメッセージを送ったのか意図がわからない。

（なんで……あんな最低なところを見せたってのに待っているのよ！）

　心は手紙をゴミ箱に投げ捨てようと腕を大きく振り上げた。そのとき、視界に入ったのが机の上に置いた押し花だった。

　心は手紙を一度机に置き、本棚から花の図鑑を取り出す。

「なんだろう？　白い花びらだからカモミールっぽく見えるけど葉が違うような……」

　図鑑をぺらぺらと捲めくっていくと、送られた押し花と同じような花を見つけた。

「えっと……ハマギク？」

　どうやらキク科の一種のようだ。どうして、この花を月と桃は心に送ったのだろう。心はその花がどういう花なのか説明文を読み進める。そのときとある一文が目に入った。

「花言葉は友愛……」

　その言葉を見た瞬間、心は意味を理解した。

　月と桃はまだ心と友達になりたいと思ってくれている。そう思うといてもたってもいられなくなり、外へ飛び出していった。

　家から出てほどなくして、目的の公園に辿り着いた。

　心が息を切らして公園の中に入ると、目の前には色とりどりの花が待ち受けていた。

　春風が舞い、花びらがまるで心を待っていたと言わんばかりにくるくると踊り出す。

　心のピンクがかった髪もゆらゆらと揺れた。

「すごい……いつの間にこんなに咲いたの？」

「えへへ！　びっくりしたよね？　あれから頑張って育てたら一気に咲いたんだよ？」

　背後から声をかけられた心は振り向いた。そこには桃と月がいた。

「すごく綺麗ですよね。僕も最初は華房さんのように見とれて動けませんでした」

「神楽坂さん、桃……」

　ここに来るまでの間、二人に会ったら謝ろうと思っていた。しかし、いざとなると言葉にする事が怖くて出来なかった。

　もし許してもらえなかったらと思うと、不安で声が出ない。

　心は二人を見たまま立ち尽くす。すると、最初に動き出したのは桃だった。

「心ちゃん。はい、これ」

　桃は心の頭に何かを載せた。

「これは？」

「お花さんの冠かんむりだよ！　手紙と一緒に送った押し花のハマギクとカラフルなお花さんを合わせて作ってみたんだ！」

「ふふっ。よく似合ってますね」

　心は呆然とした。どうしてあんな事があったというのに、心を見て笑っていられるんだろうか。

「心ちゃん？　どうしたの？」

「なんで……」

「え？」

「なんで、あんなこと言ったのに笑っていられるんだよ。俺、すごくひどいことを言ったのに……」

　心は泣きそうになった。何故、桃は何事もなかったかのようにいられるのか。どうして月はあんな最低な事をした心を無視しないのかと。

　月と桃は顔を見合わせた後、心をまっすぐ見み据すえた。

「だって、友達ってそんな簡単に壊こわれるものじゃないでしょ？」

「良い部分はもちろん悪い部分も受け入れてこそ、成り立つと僕は思います」

「っ！」

　月と桃の言葉をきっかけに心は涙が溢れて止まらなかった。

　今まで友達なんていらないと思っていたけれど、初めて二人とは友達になりたいと素直な気持ちを伝えた。

「俺、すごく性格悪いし自分のこと世界一可愛いとか思ってるんだよ？」

「そのほうが心ちゃんらしいよ」

「クラスの全員のこと見下してるし、友達なんてくだらないって思ってた！」

「そうですね。でもそんな正直な貴方だから僕は友達になりたいと思ったんです」

　月と桃は心の言葉に相あい槌ずちをうつ。

「こんな俺でよければ……どうか友達になってください……！」

　心は顔を真っ赤にして手を伸ばした。

　伸ばした手を見る事が怖くて心は目をギュッと閉じる。

「…………」

　体の震えが止まらなかった。もし、この手を拒否されてしまったらと頭の中でぐるぐると考える。

　すると、伸ばした手から温ぬくもりが伝わってきた。

「はい、友達になってください」

「僕と心ちゃんは既にもう友達だもんね！」

　桃は心の手を両手で優しく包んでくれた。
















　初めて出来た友達の温もりに、感激した。

「桃、この間はひどいこと言ってごめんなさい……」

「ううん。僕が急にいなくなったから誤解させちゃったんだよね。実は心ちゃんと初めて会った後、風か邪ぜをひいちゃってしばらく家で安静にしていたんだ。花壇の手入れの仕事がその分溜まっちゃったから、クラスの女の子に頼んで手伝ってもらってたんだ」

「だから、あのとき他の子がいたんだね。それなのに俺ってば勘違いして……ほんとごめん」

「確かに。嫉妬というものは男女問わず見苦しいものですね」

「……あんたは一言多いんだよ」

「ふふっ。怒っている姿も可愛らしいですね」

「なっ!?」

　月はどうも男女構わずこのように素直に褒めるのが癖くせなようだ。普通の男の子は恥はずかしくて言えないような言葉ばかりを言う。

「なんていうか月君と心ちゃんってすごくお似合いだね……きゃっ！　言っちゃった、言っちゃった！」

　桃は恥ずかしくなったのか顔を赤くして手で覆おおい隠す。

「は？　桃、何言ってんの？」

「だって、月君と心ちゃんってすごく美男美女だから、知らない人から見たら恋人同士だって思っちゃうよ～」

「及川さん……何か勘違いしているようだね」

「へ？」

　桃は月に言われた事が理解出来ずにきょとんとしていた。

「あ！　そういえば心ちゃん、髪の毛切ったんだね！　ロングヘアも可愛かったけど、ショートも似合うし桃とお揃いだね！」

　心の髪型がいつもと違う事に気づいた桃が嬉しそうに笑う。

「あのさ、桃……俺のことなんだけど実は男なんだ」

「……えっと、心ちゃんが男……って、ええ!?　うそっ、僕と同じ男なの!?　そ、そういえばいつの間にか『俺』になってる!?」

「うん。だからごめ……って、ちょっと待った。桃、あんた男なの!?」

　どうやら心と桃はお互いの事を女の子だと勘違いしていたらしい。友達になった後でようやく判明した。

「あはは！　まさか、二人共お互いを女の子だと思ってたんですか？　おかしな話ですね」

「もう、笑わないでよ月！」

「……やっと名前で呼んでくれましたね、心」

「っ！　な、なに……悪い？」

「いえ、全然悪くないです。むしろ心地いいくらいです！」

　こうして三人は仲良くなり、学校ではあまりしゃべらなくても、この公園で待ち合わせして遅くまでおしゃべりをした。

　月と桃と仲良くなるうちに心はある決意をした。

「俺、今日からアイドルを目指すから！」

「アイドル……ですか？」

「うわ～、心ちゃんならきっと素敵なアイドルになれるよ～。でも、男性アイドルっていっぱいいるから競争率が高そうだね」

「誰が男性アイドルになるって言った？」

「え？」

「俺が……いや、私が目指すのは世界一可愛い男おとこの娘こアイドルなんだから！」

「ええっ!?」

　月と桃に宣言したときはかなり驚かれたが、心の決意は固く、既に事務所に所属する事も決めていた。

「さあ、華房心という名を世界中にとどろかせてみせるわよ！　心以上に可愛いアイドルなんていないってことをわからせてあ・げ・る♡」

　心はとびきり可愛いポーズを取って月と桃にウィンクをした。

「まったく、心には敵かなわないですね……」

「心ちゃんならきっと世界一の可愛い男の娘アイドルになれるよ！」

　こうして応援してくれる友達が出来た事に心は満足した。

　そして、ずっと意地を張って友達を作らなかった事を後悔した。

（自みずから行動しなきゃ、スタートラインにすら立つことはできない……）

　目指すべきゴールを心は見み据すえる。

　くもりのち晴天。くもるような出来事もあるけど、行動すれば必ず日の光が照てらしてくれる事を知った今、ワクワクとした気持ちでいっぱいだった。


































　僕は女の人が嫌きらいだ。

　わがままで、狡こう猾かつで、ずるがしこく口が立つ。

　僕の周りにはそんな女の人しかいなかった。

　そうして育っていくうちに僕はひとつの結論に至った。

　女の人に近寄らない方がいい。

　だって、女の人はみんな怖いから。




　暗い部屋の一番暗いところにアキヲは潜ひそんでいた。

　自室の窓のカーテンは閉め切っており、電気もつけていないから真っ暗な空間となっている。

　その空間こそがアキヲにとって一番落ち着く場所だった。

（はー。やっぱり自分の部屋が最高だ……）

　そんなアキヲは布ふ団とんにくるまってさらに暗いところにいた。視界はただの暗くら闇やみで何も映さない。

　今日は土曜日で休日だ。明日はアイチュウの仕事があるから、外に出なくてはならない。せめて今日くらいはずっとゴロゴロとして過ごそうと心に決めていた。

　だが、それを許さない者がいた。

　静かな空間が崩されるくらいの大きな音が響きわたる。

「アキヲ！！！」

「ひっ!!」

　アキヲは布団を強く握にぎりしめ、引きはがされないようにとさらにくるまった。

　ドスドスと階段を上がってくる音がアキヲの部屋まで届いてくる。

（ああああ……やばい……やばいやばいやばい!!）

　アキヲは涙目になりながら身を縮ちぢめて、恐怖に怯おびえた。

　バンッという大きな音と共に、アキヲの部屋のドアが開かれる。

「アキヲ!!」

「ひいい!?」

　名前をただ呼ばれただけなのに、アキヲの体はびくりと跳はね上がった。

「いつまで寝てるのよ！」

　侵しん入にゆう者しやはアキヲが隠かくれている布団を引きはがそうとしてきた。

　アキヲは抵抗して引きはがされないように反対に引っ張る。

　布団の中にいる事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。それでも身を隠してくれる布団を手放す事は出来なかった。

　頑張って抵抗していると、侵入者は諦めたのか布団を引く事をやめた。

（え？　……諦めた？）

　侵入者が諦めた事にホッとして自身も引くのをやめる。

　しかし、相手が一枚上うわ手てだった。アキヲが油断するのを侵入者は狙ねらっていたのだ。

「隙すきあり!!」

「う、うわーー!!」

　布団を引きはがされた勢いでアキヲはベッドから転げ落ちる。

「アキヲ、やっとベッドから出てきたわね」

「カ、カエデ姉さん……」

　アキヲの姉、鳶とび倉くら家の長女、カエデはニヤリと笑った。

「あんた……今、何時だと思ってんの？　もう十二時過ぎてるんですけど？」

「だ、だって今日は休日だし……別に僕が布団にいたって何も困らないだろ……」

「へえ……あんた言うようになったじゃない……」

　アキヲは直感的にこれはまずいと思った。

　珍めずらしく反抗してきた弟にカエデは興味を示す。だが、この場合いい方の意味ではない。悪い意味で興味を持ったのだ。

「ご、ごめんなさい……」

　何かされる前に謝あやまるのが吉だと思ったアキヲは、カエデに謝しや罪ざいした。

「……何で謝るの？　私まだ何もしてないんだけど？」

「だ、だって……カエデ姉さん、怖いから……」

「怖いからって……はあ～。あんた相変わらずビビりだね……」

　ビクビクと怯えるアキヲをカエデは呆あきれた目で見み据すえる。

　しゃがみこんでいるアキヲはカエデを見上げた。

「そ、それより今日は何で怒ってるの？　僕が起きなかったから……？」

　何故、カエデがいきなりアキヲの部屋に押し掛けて来たのかアキヲには身に覚えがない。

「別にあんたが起きてこないから怒ってるわけじゃないわよ。客を呼んでおいていつまで経ってもベッドで寝ている失礼な弟を怒りにきただけ」

　カエデの言った事をアキヲは不思議に思った。

　今日は誰とも会う約束などしていないはずだ。果たして姉の言う客とは一体誰の事なのだろうか。

　呆ぼう然ぜんとするアキヲを見てカエデは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「とにかく、下に来ればわかる。あ、あとちゃんと着替えるのよ」

　カエデはテキパキと指示をして、そのへんに落ちていたジャージを拾い上げるとアキヲに投げつけた。

「今すぐに！」

「は、はひっ！」

　カエデの言葉に従ってアキヲはすぐに着替え始める。

（そのお客のおかげで僕の平へい穏おんな時間が台無しに……一体、誰なんだよ！）

　怒られた原因を客人になすりつける事によってイラツキを抑えつつ、カエデの言う通りに、黙もく々もくと着替えたのだった。




　着替え終わった後、洗面所で顔を洗い、そのままリビングに行った。

　アキヲがリビングの扉とびらを開くと、そこにはよく知っている青年が。

「子し規きくん？」

　いつも食卓として使用されている椅い子すに子規は違い和わ感かんなく座っていた。

　そして、その両隣と正面には姉が陣取っている。

「子規くん。今度私のお店に遊びに来てよ。一杯サービスしてあげる」

　子規の左隣で机に肘ひじをつきながら次女のサチエが誘う。

「サチエさんのお店ってバーでしたよね？　そう言って、たくさん飲ませる気でしょ？」

「ふふっ。ばれちゃった？」

　イタズラっぽく流し目を寄越すサチエはまるで男を誘う悪魔のようだ。サチエはバーのマスターであり自営業を営む立派な経営者である。

「サチ姉と酒なんか飲んでもつまんないって！　今度私と一緒にボルダリングしようよ！」

　子規の正面で、三女のマドカが腕を引っ張る。

「いやいや、マドカさんと一緒にボルダリングとか、俺の方がダメなところ見せちゃうから無理！」

「ええー！　そんな事ないよー。私子規くんのすごいところ見てみたいな～」

「アクション女優が何を言ってるのやら……」

　子規の言う通り、マドカはアクション女優として活躍していた。表立って出ないが、昔から運動神経がとにかく良かった彼女にとってアクション女優という職業は適性があるのだろう。

　それなりに仕事もあるようだ。

「サチエもマドカもほどほどにしておきなさい。子規くんが困っているでしょ？」

「ええー。カエデ姉ってば冷たーい！　ほんとは自分だって子規くんとおしゃべりしたいんでしょ？」

「バカ言わないの。まったく、アキヲの奴遅いわね……」

　そう言いながらカエデはリビングのドアを見つめる。

「あっ！　アキヲいるじゃん」

「ほんとだ。おはようアキヲ！」

「ったく、遅いわよアキヲ！」

　姉達の冷たい視線を浴びながらアキヲは一歩引いた。子規も姉達同様にアキヲの存在に気づく。

「アキヲ、おはよう」

　唯一暖かく優しい笑顔を向けてくれる子規にアキヲは安あん堵どする。

　しかし、ホッとしたのもつかの間で背後からもうひとりの姉が現れた。

「アキヲ、邪じや魔ま。どいて！」

「ひっ!?」

　弟を足あし蹴げにしてドアの前からどかそうとしたのは四女のナナホだった。
















「子規くーん。私の淹いれた美お味いしい紅茶飲んで、飲んで～」

「ナナホちゃん、ありがとう」

　ナナホが甘えた声を出して子規に擦すり寄る。

　ナナホは昔からロックバンドが好きで追っかけをしていた。いわゆるバンギャというやつだ。

「ナナホちゃん……俺の伝手でAlchemistアルケミストを紹介してもらおうとしてるでしょ？」

「えへへ～。バレちゃった？　だって、朔さ空くくんの事、超大好きなんだもん。昔から追いかけてたけど、まさか子規くんと同じ事務所だとは思わなかったんだ。ねえ……せめて、サインだけでももらってきてほしいなぁ」

「アキヲに頼めばいいでしょ」

「ええ……アキヲには無理だよ。絶対朔空くんに話し掛けられずに一カ月とか経つのがオチだよ～」

「そんな事ないよ。アキヲだって頼まれたらちゃんと聞いてくれるよ。ねっ！」

「『ねっ！』じゃないから！　大体どうして、子規くんがここにいるのさ！」

　子規はニコニコとアキヲを見ている。客人が子規だという事はわかったが、何故彼がここにいるのか、その理由まではわからなかった。

「子規くん……今日会う約束してたっけ？」

「ううん。してないよ。今日は午前中に仕事の品を運んでて、そういえばアキヲの家の近くだなぁと思って立ち寄ったら、アキヲのお姉さん達が歓迎してくれたんだ」

　口には出さなかったが、わざわざそれだけの為に来たのかと言いたくなる。

（子規くんが勝手に来たせいで、こっちはカエデ姉さんに怒られたんだけど……）

　不満が顔に出ていたのか子規がアキヲを見て笑った。

「というのは建たて前まえで……最近アキヲの様子を見にいけてなかったから、引きこもっていないか心配で様子見がてら、ね？」

　子規はウィンクをしながら、優しい言葉でアキヲに語り掛けてきた。

（うっ……そういう言い方はズルい。ってか、男に向かってウィンクなんか投げないでよ……）

　アキヲは照れくさくなって俯うつむいた。

　そんなアキヲの態度をネガティブに捉とらえた姉達が口を挟む。

「アキヲ。子規くんが来てくれたのにそんな態度はないんじゃない？」

　後ろからカエデがアキヲをしかりつける。

「べ、別にそういうつもりじゃ……」

「ごめんね、子規くん。アキヲが変な態度を取って……」

「え？　アキヲは別にそういうつもりじゃないかと──」

　サチエの言葉を子規が否定しようとする間も与えず、マドカが便乗してくる。

「ほんと、アキヲは暗いなぁ。誰に似たんだろう？」

「少なくともマド姉ではないでしょ？　あ～あ、私、子規くんみたいなお兄ちゃんが欲しかった」

　マドカとナナホは苦笑しながら、こちらをちらりと見る。

（マドカ姉さんこそ、そのバカみたいな運動神経は誰に似たんだよ……。それに僕だって、ナナホみたいな姉なんて嫌いやだし……）

　直接言えるわけがない文もん句くをアキヲは心の中で吐き出すしかなかった。

　アキヲが変わらずその場に立ち尽くしている姿を見て、姉達は溜ため息いきをつく。

（溜息をつきたいのはこっちの方だよ！）

　どうして自分はこんなにも女性運がないのだろうか。

　こんな姉達に囲まれては女じよ性せい恐きよう怖ふ症しようになるように仕向けられているようなものだ。

　アキヲは思い出す。姉達との思い出はろくなものじゃなかった──。




「アキヲ。テストで０点取ったの？　あんたほんとにバカね」

「アキヲ。クラスの女の子にふられたんだって？　ぷぷっ。ダッサ」

「アキヲー！　徒競走ビリだったの？　あはは！　亀かめみたい！」

「アキヲ！　私に近寄らないで。弟だってバレたくないから」




　幼い頃から姉達はアキヲに対して容よう赦しやがなかった。

　女性恐怖症になるにはうってつけの環境が整いすぎていた。

「アキヲ？」

「あ、ごめん。子規くん。ちょっとぼーっとしちゃった。話があって来たんでしょ？　僕の部屋で話そう……」

　アキヲは姉達のいるリビングから子規を連れ出して一緒に自室へと向かった。




「アキヲのお姉さん達は相変わらずだね～」

　様子を思い出して子規は苦笑した。アキヲに同情的な視線を送る。

「子規くん……やめてよ、虚むなしくなる……」

　子規の顔を見ると、アキヲは自分がどれだけ惨みじめな人生を送ってきたか実感してしまうので余計落ちこみそうになる。

「うん。お姉さん達のアキヲに対する態度はいつも見て知ってるけど、みんなきっとアキヲの事が心配なんじゃないかな？」

「え？」

　姉達がアキヲの心配をしているだなんて、先ほどの話をどう聞いたらそう思うのだろうか。

　アキヲにとって子規は唯ゆい一いつの味方だと思っていたのに……。その子規が姉達をフォローした事実はアキヲに衝しよう撃げきを与えた。

「何で……そんな事言うの？」

「……それはさ、俺もお姉さん達と同じようにアキヲの事、心配してるから」

　そう言って子規はアキヲの頭を優しく撫なでる。

「アキヲはさ、今は俺と同じようにアイドルを目指してるけど、まだファンの子猫ちゃん達の事怖い？」

「……ちょっとだけ……まだ怖い」

　子規が頭を撫でてくれたおかげで、先ほどのショックが緩かん和わされたアキヲは素直な気持ちを吐と露ろした。

「そっか。でもそのままじゃダメだってわかってるよね？　アイドルを目指すからには最高のファンサービスをしなくちゃいけない」

　子規の言う事はもちろんアキヲもわかっている。

　それでも、アキヲはまだ女性に対して恐怖心でいっぱいだった。

「でも……やっぱり無理だよ。女の人を好きになれる気がしない……。だってすごく怖い……」

「子猫ちゃん達みんなが怖い人ばかりじゃないよ。ほら、プロデューサーの事だってあるでしょ？」

「プロデューサー……」

　いつも面倒を見てくれるプロデューサー。最初は女の人だから近寄らないでおこう、きっと怖い人だと思って距離を取っていた。

　だけど、プロデューサーはちゃんとアキヲの良い部分を見てくれていて、その部分を褒ほめて伸ばしてくれた。

　アキヲが一番得意とするガラス工芸のトンボ玉に対しても、綺き麗れいだと言ってよく褒めてくれた。

「プロデューサーは……女の人だけどあんまり怖くないかも……」

「うんうん！　そうだよね。さっすがプロデューサーだなぁ」

　何故か子規が鼻高々になっている。

（何で子規くんが嬉しそうにしてるんだろ……）

　アキヲの不審げな視線をよそに子規は説得を続けた。

「ほとんどの子猫ちゃん達はプロデューサーのように怖くない人だから！　ね、だからもう少し頑張ってみよう！」

　子規は力説しながらアキヲの両肩をガシッと摑む。

　何故、今日の子規はこんなにも暑苦しいのかよくわからない。だが、アキヲの事を想って励はげましてくれているのは理解出来た。

「……子規くんが言うなら」

「……それでいつから頑張る？」

「え……えっと……次の仕事から？」

「言ったね？　よーし、言ったね！　俺、今確かに聞いたからね！」

「し、子規くん？　何か変だよ？　どうして急にそんな僕の事を説得しようとするの？」

　さすがにアキヲも何かがおかしいと思い始めた。

　子規はアキヲの困惑した瞳からそっと視線を外す。

「アキヲ……明日の仕事なんだけど実はお前にだけ秘密にしていた事がある……」

「な、何？　明日はショッピングモールで踊って歌うんでしょ？」

「ああ。踊って歌う事に間違いはない。ただ──」

　意を決したのか、子規は逸そらしていた視線を戻してアキヲに告げた。

「明日は踊って歌った後にファンのみんなとの握あく手しゆ会かいが追加されたんだ！」

　握手会……？　握手会とは手と手を握り合って軽くおしゃべりしつつ、次の人とまた手と手を握り合っておしゃべりしつつ、そのまた次の人とまた手と手を握り合って……。

「ア、アキヲ!?　目がうつろだ!!　戻ってこい、アキヲ!!」

「………………」

　頭の中で握手会というものを思い浮かべる。

「アキヲ？　……おーい」

「…………り」

「え？」

「絶対無理!!　僕、明日仕事行かない!!」

「っ！　アキヲ、それはダメ──」

「無理無理無理無理、絶対無理!!」

　アキヲはベッドの上に飛び乗り、布団を被った。

「あ、こら！　隠れるなんて卑ひ怯きようだぞ、アキヲ！」

「そんな事言われたって、女性恐怖症の僕が、お、女の人と触れ合うなんて絶対に無理に決まってるじゃないか！」

　子規が布団を引きはがそうとするのに抵抗しながらアキヲは叫ぶ。

「絶対に無理だから───!!」




　翌日。都内にあるショッピングモールは、休日のおかげでとても賑にぎわっていた。

　そんな中、ショッピングモール中央の広場にある特設ステージでアキヲは天てん幕まくの袖そでからこっそりとお客さんの様子を窺っていた。

　十代から二十代の女性が一番多いようだが、子供や主婦らしき人達もたくさんいる。

「お、女の人がこんなにたくさん…………」

　目の前の景色にアキヲはクラッとした。歌って踊るだけならまだしも、女性と握手をして触れ合うなんて自分が乗り切れるとは到底思えなかった。

「アキヲの奴、さっきから客席の方をチラチラ見てるけど、そんだけ楽しみだったのか？」

「きっとそうに違いない！　何せ、今日このショッピングモールで一番輝く事が出来るのだから！」

　ＡアｒルＳスのメンバーであるリーダーの日くさ下か部べ虎とら彦ひことポジティブ男の折おり原はら輝ひかるがアキヲの行動を見て盛大に勘かん違ちがいをしている。

「虎彦も輝もアキヲのあの表情を見てどうしてそんな勘違いが出来るんじゃ？」

　冷静にツッコミを入れてくれるのは、銀色の長い髪をなびかせ独特の口調でしゃべる若わか王おう子じ楽らくだ。

「シキティー。アッキーの顔が真まっ青さおで今にも倒れそうなのです！」

　アキヲと同い年で可か愛わいらしい顔立ちをした桃もも井い恭きよう介すけが心配してオロオロとしていた。

「そ、そうだね……。さすがにいきなり握手会はハードル高かったかな？　アキヲ、大丈夫？」

　あまりにも真っ青な顔をして今にも倒れそうなアキヲに子規が話し掛ける。

「子規くん……僕……僕…………」

　恐怖と緊張のせいかアキヲは少し震ふるえて言葉に詰まっていた。そんな様子を見た子規が何とかフォローをしようと考える。

「あのさ、アキヲ。そんなに難しく考えなくてもいいんじゃないかな？　ほら、ただ握手をするだけ──」

　子規が話している途中で、ステージ付近からファンらしき女の子の大きな声が聞こえてきた。

「ねえ！　握手どのくらい出来るかな？」

「きっと十秒ないくらいだよ。でもさ、頑張って離さなければプラス五秒くらい稼かせげないかな？」

「それ絶対無理！　スタッフの人が飛んでくるよ～！」

「そうなったらパッと離すって！　だって少しでも握手してたいじゃん！」

　何てタイミングなのだろうか。子規はおそるおそるアキヲの顔を窺うかがう。

　案の定、アキヲは先ほどよりもさらに真っ青な顔をして涙を浮かべていた。

「ア、アキヲ……？　今のはすごく熱心なファンの子の言ってる事であって、みんながそういう考えではないと思うよ！」

　苦し紛まぎれのフォローで子規はなんとか取り繕つくろおうとしたが、アキヲは我慢の限界を超えてしまった。

「僕、やっぱり無理だ!!」

　急にそう叫んだアキヲはそのままステージ裏から走り去っていく。

「アキヲ！　待って！」

　後ろから子規や恭介の呼び掛ける声が聞こえたが、アキヲは無視して走り続ける。

　頭の中はパニック状態で、とにかくどこかへ逃げないとという意識だけがアキヲの足を動かしていた。




　店内の陽気なＢＧＭが耳に入ってきた。

（僕、なんでこんなところに逃げてきちゃったんだろう……）

　アキヲはしゃがみこんで頭を抱える。

　パニック状態のままひたすら隠れる場所を探して咄とつ嗟さに入った場所がよりにもよってとんでもないところだったのだ。

「ねえ、これ似合う？　ちょっとぶりっ子すぎるかな？」

「このくらいのフリルなら問題ないよ！　すごく似合ってる！」

　隣から若い女の人の声が聞こえてくる。

（な、なんでよりにもよって女性用試着室に隠れてしまったんだ～）

　背中の冷や汗が止まらなかった。

　もしこんなところに隠れているのが見つかったら、変質者扱いを受けかねない。

　どうにかして脱出したいと思っていたが、なかなか試着室に入る人も途切れず、アキヲは頭を抱えていたのだった。

（逃げてきたから携帯も置いてきちゃって助けも呼べないし……。なんで僕っていつもこんなんなんだろう……）

　あまりにも自分が情なさけなくてアキヲは泣きたくなってきた。

　隣ではまだ若い女の人が着替えを続けている。

「んー、でもやっぱりこっちの服にする！」

「え？　何で？　さっきの方がフリルがついてて女の子らしかったのに……。こっちはボタンがついてるだけじゃない」

「うん。このボタンキラキラしてて綺麗でしょ？　アキヲくんならきっとこっちの服の方が喜んでくれると思うから」

　突然、見知らぬ女性の口から自分の名前が出てきた事に驚おどろき、アキヲは隣の試着室の方を見た。

（え？　今僕の名前を言ったよね……知り合い、なわけないし？）

　自分の名前が出たからには理由が知りたくて、アキヲは罪ざい悪あく感かんを抱きながらも聞き耳を立てる。

「今日は初めてアキヲくんと握手出来るから、少しでも印象を残したいの。だからこのキラキラしたボタンのついた服にするよ！」

「あんた、ほんとアキヲくんの事大好きだよね」

「うん！　アキヲくんを見てると私も頑張ろうって気持ちになれるから、今日は直接お礼を言いたかったんだ。こんな素敵な企画を提案してくれた人に感謝だよ！」

「ふふっ。それじゃあ、その服買って会場に行こう。遅れたら嫌だもんね」

「うん！」

　試着室のカーテンを閉める音が聞こえた。おそらくその服を購入する為に着替えているのだろう。

（隣の女の人、僕のファンなんだ……）

　アキヲは初めて自分のファンがこんな身近にいる事を知った。

　先ほどまでの冷や汗が一気に引いていき、胸の鼓こ動どうがドキドキと高鳴る。

　自分を好きになってくれる女の人がいる事に驚きと高こう揚よう感かんが止まらなかった。

（僕の為に一生懸命服まで選んでくれて、すごく嬉しい……。それなのに、僕は応援してくれるみんなから逃げ出してこんなところで何をやってるんだ……）

　握手会やステージのパフォーマンスを楽しみにしてくれているファンから逃げ出そうとしている自分が許せなかった。

（やっぱり、逃げちゃダメだ！　どうにかして、ここから出ないと。そしてみんなに謝ろう……）

　意を決してアキヲは立ち上がり、耳を澄すます。どうやら先ほどのアキヲのファンも既に試着室から離れたようだ。

　周りからは衣きぬ擦ずれの音もカーテンを開閉する音も聞こえない。

　今がチャンスだと思いカーテンに手を伸ばす。

「お客様？　長時間こちらにいらっしゃるようですが、いかがなさいましたか？」

　やっと脱出出来ると思った矢先、ショップの店員が話し掛けてきた。

（や、やばい!?　ど、どうしよう……）

　ここで返答してしまうと男だとバレてしまう。黙だまっていると不審に思った店員が再び声を掛けてきた。

「お客様？　もしかして具合が悪いのですか？　大丈夫ですか？」

　店員が心配してくれている感情がアキヲにも伝わってきたが、どうする事も出来ない。

（正直に説明する……？　でもアイチュウとはいえアイドルの僕が、こんな女性用試着室にこもっているなんて知られたら、とんでもない事になっちゃうよ!?）

　先ほど引いたばかりの冷や汗がまた出てきた。一生懸命方法を考えるが良い手段が思いつかない。

「お客様……失礼いたします！」

　ショップの店員がカーテンを摑んで開こうとした。

（も、もうダメだ！）

　アキヲが目をぎゅっと閉じて、覚悟を決めたそのとき──。

「お姉さん、ごめんね。この中にいるの多分俺の連れなんで、俺が様子を窺います」

「え？　えっと、でもこの中にいるのは女性で──」

「俺に試着した服を見せるのが恥はずかしいみたいで、ちっとも出てきてくれないんですよ」

「まあ、そうなの？　彼女さんかしら？　それは可愛らしいですね。それではどうぞ、ごゆっくり」

　店員が去っていく足音が聞こえた。

　間かん一いつ髪ぱつのところで助けてくれた声はアキヲのよく知る男のものだった。

　カーテンがゆっくりと開かれ……そこには子規の姿があった。

「アキヲ、こんなところでかくれんぼかい？」

「子規くん……なんでここがわかったの？」

　子規はチョイチョイと下を差す。そこにはアキヲがアイドル衣装のときに履はいている靴があった。

「捜しても捜してもアキヲが見つからなくて、まさかと思って女性向けショップの中を捜してたら見覚えのある靴を見つけてね。ほんとにこんなところにいるとは子規くんびっくりだよ」

　ステージ裏から逃げたとき、アキヲはアイドル衣装に着替える途中だったせいで、靴だけが衣装の物だったのだ。

　運よくそれがアキヲを発見する手掛かりとなった。

「……ど、どうなるかと思った」

　アキヲは安あん堵どして腰を下ろした。子規もアキヲに合わせてしゃがみこむ。

「ほら、アキヲ。行こう」

　子規はアキヲに手を差し伸べた。アキヲは子規の手を取り、お礼を言う。

「あのね、子規くん。本当にありがとう。僕、握手会頑張ってみる事にしたよ」

「え？　試着室にいる間に一体何があったの？」

　先ほどまで逃げていた者の意見とは思えないのだろう。子規はとても驚いた顔をして聞き返した。

「……秘密」

「ええー！　……でもアキヲがやる気になってくれたのなら、それでいいや」

　子規は手に力を込めてアキヲを起き上がらせる。

「さあ、行こう。みんなが待ってるよ」

「……う、うん」

　子規に手を引かれてアキヲはステージへと向かった。




　ショッピングモールの広場は満員御礼だった。

　メンバー全員で練習してきたダンスと歌を披ひ露ろうすると、子供から大人までみんな喜んでくれた。

　そして、ステージでのパフォーマンスが終わり、いよいよ握手会の時間になる。

「アキヲ、大丈夫？」

「う、うん……すごく怖いけど、やるって決めたから……もう逃げないよ」

　先ほどのように自分の事を想ってくれているファンがいると気づかされたアキヲの覚悟は揺るがなかった。

　ＡｒＳ全員がひとつの机を挟んで一列に並ぶ。アキヲは恭介と子規の間でファンの子が入ってくるのを緊張しながら待つ。

　スタッフの人の「開場します」という声と共にお客さんが入って来た。

　先頭にいる虎彦から恭介、アキヲという順番にお客さんと握手をしていく。

　そしてすぐにアキヲの番がやってきた。

「あの、いつも応援してます！」

　女の人がまっすぐにこちらを見つめて手を伸ばしてきた。アキヲはその女の人に向かっておずおずと自身の手を差し出した。

「あ、ありがとうございます……！」

　女の人は満足そうにその場から立ち去った。

（や、やったぞ……！　初めてプロデューサー以外の女の人と握手出来た！）

　アキヲにとって身近な女性といえば姉達、それからプロデューサーくらいしかいなかった。

　初めての握手に緊張して変に手汗をかいていないか気になっていると、すぐに次の女性がやってくる。

　徐々に慣なれてきたアキヲは、最初に比べるとどう対応すれば良いのかがわかってきた。

　ファンの女の人達はみんな、興こう奮ふん気ぎ味みではあるが伝えたい気持ちがあるようで、それを聞いて返事をするととても喜んでくれたのだ。

（僕の事、たくさん褒めてくれて嬉しい……！）

　だんだんと嬉しくなってきたアキヲは、笑顔がどんどん増えてきた。そして次のファンの女の人が握手にやってくる。

「ア、アキヲくん！　私、アキヲくんを見てるとすごく頑張れるんです！　だから、ありがとうございます！」

　その声に聞き覚えがあった。

（この人、隣の試着室にいた女の人だ！）

　間違いない。アキヲはどんな人なのかまじまじと見つめる。
















（僕と同い年くらいだ……。でも僕だって君のおかげでこうして握手会に出ようと思えた。お礼を言いたいのはむしろ僕の方だ）

　しかし、お礼を言ったとしてもこの女の人は事情を知らない。むしろ、あのとき隣の試着室に自分がいたなんて伝えたら変な目で見られてしまうかもしれない。

　アキヲは何か代わりのお礼は出来ないかと考えた。

（あ、そういえばこの服……僕の為に選んでくれたんだ）

　確かあのとき女の人はアキヲの気に入りそうな服を買うと言っていた。服を見ると確かにボタンがキラキラと輝いている。

「あの……アキヲくん？」

　考えている間、アキヲはずっと女の人の手を握りっぱなしだった。

「あ！　ご、ごめんなさい！　その……その服のボタン、とてもキラキラしてて……素敵です……」

　手を放すと同時にアキヲは女の人の服を褒めた。

　すると、女の人はみるみるうちに顔を真まっ赤かにして嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「あ、ありがとう！　これ、アキヲくんの為に選んで買った服だから褒めてくれて嬉しい！」

　そう言って女の人は立ち去っていく。

　アキヲが呆然と彼女の立ち去った方向を見ていると、隣から肩を叩たたかれた。

「アキヲ、見てたよ～。やるじゃん」

　からかうような口調で子規がニヤニヤしながら言った。

　自分で言った言葉を思い出してアキヲも顔を真っ赤にする。

「も、もう……からかわないでよ、子規くん……」

「からかってなんかいないよ。褒めただけ。あとアキヲ、あっちを見てごらん」

　そう言って子規の指す方向を窺うと、そこにはいるはずのない人達がいた。

「ひっ!?　カエデ姉さん達!?　な、ななななんで？」

「実は俺が招待しちゃった。アキヲが立派にアイドル活動してるところを見てほしくてね」

「し、子規くん、なんて事を!?」

「おっと、次のファンの子が来たよ。話はまた後でね」

　そう言って子規はアキヲに握手をするように促した。アキヲはファンの女の子と握手しながら姉達の事が気になって仕方がなかった。

（とりあえず、今は来てくれたファンのみんなの事だけを考えよう。姉さん達は無視……いない。姉さん達はいない……）

　アキヲは心の中でブツブツと念じて、姉達をいない存在だと無理やり思いこんだ。

　しかし、姉達はどうやらそのままファンの後ろに並んでいたようで、何故かアキヲは姉達と握手する羽は目めになった。

「アキヲ……」

「カ、カエデ姉さん……」

　カエデがアキヲをじーっと見つめてくる。アキヲはどうしたものか、握手をするべきかと悩んでいた。

　すると、カエデの方からアキヲの手を握りしめてきた。

「あんたもちゃんとアイドル頑張ってたんだね。見直したよ」

　今までにないくらい優しい笑みをアキヲに向けて、そのまま去っていく。

「アキヲ、お疲れさま。なかなかいい男になってきたじゃない？」

　サチエもそのまま握手をすると流れるように去っていく。

「アキヲー!!　姉ちゃんは嬉しいぞ！　立派な紳しん士しになれる日も近いな！」

　マドカは両手でぎゅっとアキヲの手を握りしめて走り去った。

「……アキヲにもファンがいるんだね。ちゃんとあんたのファン、大事にしなさいよ！」

　何故かえらそうな口調のナナホにアキヲは苦笑した。

　こうして今日ＡｒＳのメンバーの為に来てくれたファンの全員と握手会を終えたのだった。




　握手会の一週間後。やっとまた愛いとしの休日がやってきた。先週の握手会のおかげか姉達の態度が前より優しくなった気がする。

（今日も明日もオフ。これはやっぱりゴロゴロするしかないよね～）

　アキヲはヌクヌクの布団に包まれながら幸せな気持ちになる。

　しかし、その幸せは短いものだった。

　ドスドスと階段を上がる音が聞こえてきたかと思うと、部屋のドアが勢いよく開かれる。

「アキヲー!!　あんたまたそうやってゴロゴロと！　やっぱりあんた、ちっとも変わってないじゃない！　今、何時だと思ってんのよ！」

「カ、カエデ姉さん……！　でも今日は休みだし……」

「休みだからってこんな時間まで寝てんじゃないわよ！　暇ひまなら外の草むしりでもしてきなさい！」

「ひ、ひぃ!!」

　姉の怒ど声せいにビビったアキヲはベッドから飛び下りて身み支じ度たくを始める。

（優しくなったと思ったけど、気のせいだった……。やっぱり、姉さん達は全然変わってない！）

　姉のプレッシャーが恐ろしくてアキヲは服の着替えに戸と惑まどった。

「服くらいさっさと着なさいよ！」

「は、はい！」

　姉から急げと催さい促そくがくる。昔からのしつけのせいか、アキヲは姉の言葉に逆らう事が出来なかった。

（やっぱり女の人は怖い……なんて恐ろしいんだ……！）

　アキヲの女性恐怖症は緩かん和わされたかと思ったが、結局治る事はなかったのだった。

























　エヴァ・アームストロングは、幼い頃から自分が特別な存在であると思っていた。

　それは小学校を経へて中学校に入学した今も変わらない。

　クラスメイトはまずエヴァの容姿と名前を見て、様子を窺うかがう。他の者とは明らかに違うからだ。

　エヴァの顔立ちは彫りが深く、異国の血を引いていると思われるが、どこの国かはわからない。

　何故ならエヴァは、幼い頃に養よう護ご施し設せつの前に捨てられていた身であるからだ。

　そんなエヴァ自身は自分がどこからやってきたかを理解していた。

（そう、我われは特別な存在。そして、この湧わき出るような力はまさに魔力！）

　中学生になったエヴァは中二病をこじらせていた。

　クラスメイトもエヴァのただならない様子に近寄ろうとせず、距離を取った。

　エヴァは特別な自分とただの人間ごときが相あい容いれるわけがないと達たつ観かんしていた。

　だけど、本当は寂しく思っていた。どうして誰も自分を理解してくれないのか。どうして誰も自分を必要としてくれないのか。

　だから、自分は赤あか子ごのときに捨てられたのかと。

　こんな事を考えながら、いつもの帰り道を歩いていると、ふと近所の森から不思議な声が聞こえたような気がした。

　普段は通る事のない森の中に、エヴァはおそるおそる足を踏ふみ入れる。

　森の中はそびえたつ木々のせいで、暗いように感じた。少し怯おびえながらもエヴァは不思議な声が聞こえる方へと歩いて行く。

　だんだんと大きくなる声が泣き声だとわかったとき、ようやくその姿が見えた。

　それはとても小さな小さな赤ん坊。白い布に包まれてむせび泣いている。

　赤ん坊は純じゆん粋すい無む垢くな姿をしていた。木の間からこぼれ落ちた日の光に照らされて、まさに神に祝福されているかのようだ。

「貴き様さまは……天使か？」

　エヴァがぽつりとつぶやいた瞬間、赤ん坊が泣き止んだ。

　エヴァは白い布に包まれた赤ん坊を抱き上げた。

　これが、エヴァ・アームストロングと山やま野の辺べ澪みおの初めての出会いとなった。




　養護施設に帰ると、エヴァを育ててくれた園長先生の職務室へと向かった。

　園長先生は赤ん坊を抱いたエヴァを見てそれはもう驚おどろいていた。

「エヴァ。あなたその赤ん坊をどうしたの？」

「森で拾いました。多分捨て子です」

　自分と同じ境きよう遇ぐうである赤ん坊をエヴァは放っておく事が出来なかった。園長先生もそれを十分に理解してくれていた。

「それはまあ……どうしましょう。エヴァのときと同じように一ひと先まず経営者の十じゆう文もん字じさんのところに連絡を。それからその子をどう扱うか考えましょう」

「いえ、園長。この子は僕が育てます」

　慌あわてふためいている園長にエヴァは宣言した。

　きっと、この赤ん坊と出会ったのは運命だ。だから自分が責任を持って育てないといけない気がすると直感した。

　まだ十四歳のエヴァに赤ん坊を育てさせるわけにはいかないと園長から反対されたが、エヴァの意志は固く、園長は根負けした。

　エヴァだけが育てるのではなく、園長も手伝う事を条件に許ゆるされた。エヴァはそれで構わなかった。

　そして、園長先生から赤ん坊の成長を記していくようにと日記をわたされ、エヴァがまずした事は赤ん坊に名前を付ける事だった。

「今日から貴様の人間界での名は『山野辺澪』だ」

　澪と呼ばれた瞬間、赤ん坊がこちらを見た。

　まだ猿さるのような顔で何もわかっていないはずの赤ん坊ではあるが、このときばかりは何かが通じ合ったような気がした。

　こうしてエヴァは澪を育てる事になった。





【生後一カ月】

　拾ったときの澪は三〇〇〇グラムもなかったが、元気な男の子だった。特にミルクに対する執しゆう着ちやくはすごく、あげてもあげても何度でも欲しがった。

　この子はもしかすると七つの大たい罪ざい、『暴ぼう食しよく』の魔物か？

　いや……そんな事はあるまい。こんなにも愛くるしい赤ん坊なのだから天使ミカエルからの贈り物に違いない。

　そういえば、この間澪が我の乳を触ってきたのは本能なのだろうか？

　澪よ、男の我には母乳は出ないのだ。

　ちゃんと我が人肌まで温めてミルクをやるから、これで我慢してスクスク育つのだぞ。




【生後二カ月】

　いくら天使のように愛くるしくても自然の摂せつ理りに反する事は不可能なようだ。

　よくミルクを飲むせいか排はい便べんの頻ひん度どが多い。この間なんて一日で四回も……。我もおむつを取り替える事が上手くなった。おむつマスターと言われてもおかしくない。

　そして、二カ月経って初めて予防接種とやらに連れて行った。針はりを刺すまでは何も気づかないままきょとんとした顔をしていたが、刺した瞬間マンドラゴラもびっくりな泣き声を放った。これには我も困ったものだ。

　我がよしよしとあやしてやると、徐々に泣きやんで笑ったように見えた。

　まだ幼い澪が笑うなんてことはあり得ないとは思うが、その笑顔を見て我はこの子を一生守ってやろうと思った。




【生後三カ月】

　澪は起きているときは目がぱっちりとしている。目も二重だとわかった。この子は将来きっと美男子になるなと園長に言ったら「親バカね」と笑われてしまった。

　でもこれは正直、澪が可か愛わいすぎるのが悪い。

　前は眠りが浅かったが最近はよく眠るようになった。といっても四～五時間のサイクルではある。

　赤ん坊というのは寝顔まで天使なのだな。

　この寝顔につられてつい我も意識が朦もう朧ろうとしてしまう……。

　この間、うっかりと隣で眠ってしまったときなど、頭付近でくちゃくちゃと音がするので目覚めてみると澪が我の髪の毛を口に含んでいたのだ。我が慌てて離れると泣き出してしまった。

　まったく油断ならん奴だ。




【生後四カ月】

　澪が我の元に来て百日が経った。

　生まれた正確な日はわからぬが、澪と出会った日から百日目として考えても問題はなかろう。

　百日目のお祝いに『お食くい初ぞめ』というものがある事を園長に聞いて初めて知った。どうやら人間界では通例の儀ぎ式しきのようだ。

　ドラゴンの心臓、干したトカゲのしっぽ、処しよ女じよの生き血……このくらいで足りるかと園長に言ったら拳げん骨こつをもらってしまった。

　人間界での材料は鯛たい、赤せき飯はん、お吸すい物もの、煮に物もの、香こうの物ものでいいらしい。

　お食い初め用の朱しゆ染ぞめの食器と祝いわい箸ばしを用意した。決まった順番で食べさせる真似をするだけなのだが、澪は物欲しそうに手を伸ばしていた。

　やはりこの子はなかなか食い意地が張っているようだ。

　そして、最後には歯固めの石に箸をつけてまた食べさせる真似を行った。歯固めの石は澪を拾った森から拾ってきたものだ。

　これはただの石ではない……。とてつもない魔力を帯びた石なのだ！

　澪も我と同じく魔属性にせねばなるまい。元は天使なのだから堕だ天てんする事にはなるが、問題ない。

　我がずっと傍そばにいるのだからな。スクスク育つがよい！　ハーッハッハッハッハッ！




【生後五カ月】

　四カ月を過ぎたあたりから澪は体重がとても増えた。

　抱っこするのも一苦労だから、魔力を解放するときがきたかと思った。

　しかし、我が魔力を解放すれば澪のその小さな器は耐えきれなくなるだろう。

　仕方がないから我は魔力をまだ解放しない事にした。

　そして、この間驚いた事があった。澪が寝返りを出来るようになったのだ！　仰あお向むけの状態からゴロリとうつ伏せに。

　思わず、我と園長は拍手をした。すると澪は嬉しそうに「アー」と返事をしたように見えた。子供の成長は早いのだな。




【生後六カ月】

　やっと澪の首がすわったので離り乳にゆう食しよくを始めた。相変わらずよく食べる。

　こんなにもトロトロにした芋いもなどが美お味いしいのだろうか……。毒見代わりに一口食べてみたが……まあ、食べられなくもない。

　とにかく、澪はこれを美味しそうに食べていた。

　そして最近は我の事を認識出来るようになったのか、我がいなくなるとすぐ泣き出すようになった。

　我が学校に行っている間は園長が澪の面倒を見てくれているが、授業中も澪の事が心配で仕方がなかった。

　澪は我の事をちゃんと親として認識してくれているのだろう。

　嬉しいと思うのは当然の事だ。




【生後十カ月】

　初めて澪がハイハイ出来るようになった。他の赤ん坊に比べて、ずいぶんと遅くて心配したが、太っているせいなのだろうか？　ちょっと澪は食べすぎなのかもしれない。

　澪の体をじっと見ていると気づいたことがあった。いつの間にか下の歯がちょっとだけ生えていたのだ。

　本当に成長が早い。これはつかまり立ちする日も近いのではと期待してしまうではないか……。




【生後十一カ月】

　とうとう澪がつかまり立ちをするようになった。一歳になる前に出来るようになるとはこいつは天才だと思った。

　しかし、そのせいで、いろんな悪さもするようになった。

　つかまる場所に置いてある物を下に叩き落とす。

　なんと、『暴食』だけではなく『憤ふん怒ぬ』も兼ね備えているというのか……!?

　とりあえず、危険だから手に届く範囲の小物はすべて避ひ難なんさせた。

　すると、何もなくて寂しく思ったのか我に向かって手を伸ばすようになったではないか。あまりにもその様が可愛くて我もついつい構ってしまうのだ。




【一歳】

　とうとう澪の一歳の生せい誕たん祭さいがやってきた。我は澪の為にとても愛らしい服を用意した。モコモコの黒い羊パジャマである。着せてみるととてもよく似合っていた。

　我と園長はたくさん写真を撮って思い出をつくったがそれだけでは物足りず、学校のパソコンを利用してカレンダーまで作ってしまった。

　我ながら良い出来だった。

　ケーキは無難にショートケーキにしたら、澪が喜んでイチゴばかり食べてしまった。

　クリームも我がすくって食べさせてやると嬉しそうな顔をした。

　そろそろ、ミルクを卒業する時期なのだろう。

　夜泣きがひどくなる覚悟を決めて我は心を鬼にする事にした。

　澪よ、許せ。だが、試練を乗り越えてこそ、我らが求めている真実にきっとたどり着けるはずだ！




【一歳　六カ月】

　苦難を乗り越えようやく卒そつ乳にゆうが出来た。長い夜の闘いだった……。

　その長い闘いの間に澪はレベルアップして歩けるようになっていた。この間までのヨチヨチ歩きが今では、しっかりと歩けるようになっている。

　さらに卒乳した後は食べる事に再び興味を持ち出していた。

　今では小さく切ったおかずをフォークで突き刺して口へと運べるようにもなっていた。

　そして、外でいろんな初めてを一緒に見た。

　公園で散歩している犬、初めての雪など、澪はどれも不思議そうに眺ながめていた。

　そんな澪を見て我はなんだか目め頭がしらが熱くなったというのは秘密だ……。






　今まで書いてきた育児日記をエヴァは見返した。

「今までいろいろあったが、やっと澪も三歳か」

　高校生活にも慣れてきた。エヴァは近くの公園に立ち寄り、澪との思い出を振り返っていた。

　今頃、園長が澪の世話にてこずっているだろう。澪はエヴァがいないとすぐに我わが儘ままになる。

　エヴァは澪がだだをこねている様子を想像してクスリと笑う。

　澪はエヴァにとってかけがえのない命となった。澪はとても人見知りが激しく、養護施設にいる子供達とも仲良くなろうとする気配が見えなかった。

　エヴァが甘やかして育てたせいもあるが、澪はとにかくエヴァにしか懐なつかない。

　もしかすると、澪なりに捨てられた事実を本能的に感じ取って警けい戒かいしているのかもしれない。




　座っていたベンチから立ち上がり、エヴァは自宅である養護施設へと向かった。

（澪が待っている。帰ろう）

　澪という存在が出来てエヴァは三年間とても充実していた。

　自分を待っていてくれる存在がいる。

（澪がいてくれるから救われる……）




　養護施設に戻ってくると、玄関で見知らぬ男と園長が話していた。

　少し離れたところから様子を見ていると、園長がエヴァの存在に気づく。

「エヴァ。ちょうど良かった」

　そう言ってエヴァを手招きした。

　エヴァが園長の隣へ立つと、男と目が合った。高そうだけど、けして嫌味にならないような品のある服は恰かつ幅ぷくのよい男によく似合っていた。

　じっと見ていると男がこちらを見て笑う。

（！　しまった……。ついじろじろと見てしまった……）

　失礼な事をしたと思い、視線を逸らす。

「エヴァ。この方はね、十文字重しげ蔵ぞう様。この養護施設を経営している十文字家のご当主です」

「初めまして。エヴァ・アームストロング君。君の事は園長から聞いているよ」

　十文字家の当主である重蔵がエヴァを見てにっこりと笑った。

　どうやら重蔵は笑うと、見た目より若く見えるようだ。その笑顔を見てエヴァは思う。

（いい人なんだろうな……）

　そのくらい十文字重蔵という男からはいい人であろうオーラがにじみ出ていた。

「今日はこの施設の様子を見に来てくれたのよ。エヴァも幼いときに一度重蔵様とお会いした事があるの。覚えてる？」

「いえ、覚えてないです……」

「無理もない。当時、君はまだ赤ん坊だったからな」

　重蔵は目を細め、昔の事を思い出しているようだ。そして、エヴァの頭を撫なでる。

「大きくなったな」

「あ……ありがとうございます」

　普段される事のない行動にエヴァは戸と惑まどい、恥はずかしくなった。

　そんなエヴァの様子に気づいているのか、重蔵はにこにこと笑っていた。

「園長から聞いているが、学業も優秀だそうじゃないか。行きたい大学でもあるのか？」

「え……、いや僕は大学には行きません。すぐに就職して澪の為に稼かせぎたいので」

　本当は大学に行きたいとは思っていた。だけど、大学に行くにはお金が必要で、これ以上施設に迷めい惑わくをかけたくなかった。

　それに、澪の事もある。大切な存在が出来た事により、大学への道は思っていたよりもあっさりと切り捨てる事が出来た。

「エヴァ君。確かに就職するのもいいが、君はきっと大学へ行って学ぶ方がいい」

　重蔵はエヴァに真剣な目で話す。

「その方が君の望む未来はより豊かになると私は思う。お金の事が心配なら奨学金の制度もあるだろう。なんなら私が君へ資金援助してもいいと思っている」

「え」

　思いがけない資金援助という言葉にエヴァの心は揺れた。

「ただし、条件がある。君にお願いしたい事があるんだ」

　重蔵の条件がどのようなものかを聞こうとした矢先、大きな泣き声が聞こえてきた。

「園長。澪君が！」

「っ!?　澪!!」

　澪という言葉を聞いた瞬間、エヴァは走り出した。泣き声のする子供達のいる部屋を見に行くと、そこには泣きながらひとりの男の子を叩たたいている澪の姿があった。

「やー！　きらーい！」

「やめてよ～!!」

　澪は同年代の見知らぬ男の子をポカポカと叩き続けており、男の子は頭を守るようにしゃがみこんで泣き続けていた。

「み、澪！　叩いちゃ、めっだぞ！」

　エヴァは慌てて、仲ちゆう裁さいに入る。
















「エヴァたま。うっ……ううっ、ううー!!」

　怒おこられたと思った澪はさらに泣いてしまった。泣いている澪につられて男の子も泣き声を大きくした。

「蛮ばん！」

　エヴァの後ろから重蔵が声をかける。

「うえ～、父ちゃん！」

　蛮と呼ばれた男の子は重蔵に駆かけ寄り、がしっと抱きついた。

「蛮、お前って奴はどうせいらない事を言って泣かせたんだろ？」

　重蔵に窘たしなめられている蛮は首を大きく横に振り否定した。

「ちがう！　ちがうもん！」

「ったく、うちの坊ぼつちゃんは仕方がないな！」

　重蔵は蛮の脇わきの下に手を入れて軽々と持ち上げた。

「わー！」

　いきなり抱き上げられた蛮は驚いて涙が止まる。重蔵はそのまま蛮を自分の肩にのせてエヴァに向き合った。

「エヴァ君。すまないね。うちの蛮がどうやらこの子にちょっかいを出したようだ」

「い、いえ！　もしかしたら澪が原因かもしれませんし、息子さんのせいと決まったわけでは……」

「蛮、この子になんて言ったんだ？」

「？」

　重蔵の肩に乗せられた蛮はすっかり泣きやんでご機き嫌げんになっていたが、質問の意い図とがよくわかっていないようで首を傾かしげる。

　するといつの間にかエヴァにしがみついた澪が蛮を下から睨みつけて叫んだ。

「とりじゃない！」

「澪？」

　澪の言葉に一番に反応したのは蛮だった。

「とりだよ。ひょこってなってる！」

「とりじゃない！」

　同じ言葉を繰り返しながら澪は憤いきどおっている。

（なるほど。重蔵さんの息子むすこさんは澪の頭を鳥のようだと言ったのだな）

　澪の髪型は少し特徴的だった。左右の髪が一房ずつ鳥の嘴くちばしのように飛び出ている。

　きっと蛮はこの髪型を見て悪気なしに鳥のようだと言ったのだろう。

　それを澪が悪意を持って言われたと勘かん違ちがいしたらしい。まだ言葉や知能が幼いからこそ、起きてしまったケンカである事がわかった。

（しかし、普段同年代の子と話もしない澪がこんなふうに怒るなんて珍めずらしい……）

　エヴァは澪と蛮を交互に見やる。

「やっぱりうちの子がちょっかいを出したようだ。こいつは好こう奇き心しんが旺おう盛せいで興味を持ったらすぐに近づくんだ。ごめんな、澪君」

　重蔵はしゃがみこんで澪の目線にできるだけ合わせようとした。

　しかし、いきなり現れた大きな大人に澪は驚いてエヴァの後ろに回りこみ、身を隠かくしてしまう。

「…………」

「ははっ！　どうやら照れ屋さんのようだ」

「す、すみません！　澪は人見知りがひどくて……」

「いや、気にしてないよ。それよりも」

　重蔵はその姿勢のままエヴァの方に視線を向けた。

「エヴァ君、先ほど言っていた頼みなんだが、実は蛮の面倒をみてほしいんだ」

「え？」

「実は少しの間、私も家内も仕事で家を空あける事になってね。今日ここを訪問したのは園長にお願いする為でもあったんだ」

　重蔵は申し訳なさそうに理由を話した。

「蛮は普通の子供と比べてちょっとワンパクでね。その性格が仇あだとなって、なかなか同年代の友達と仲良くなれないんだ。ここに預けられるかと相談したとき、蛮と同い年の子がいると聞いたよ。ならば、しばらく一緒に生活をすれば蛮にも友達ができるかなと思ったんだ」

「なるほど。澪もこの性格で仲のいい友達がいないので、それはいいかもしれませんね。ただ……面倒を見るのが僕でいいのでしょうか？」

「もちろん君にお願いしたい。今日君と話してみて、実直で優しい少年だとわかったからね」

「いや、そんな事はないです」

「ははっ！　謙けん遜そんしなくていい。何せ、人見知りだという澪君がこんなにも君に懐いているんだ。すごい信頼じゃないか」

　エヴァは後ろに隠れて様子を見ている澪を窺う。

　澪には話が難しかったようで、何を言っているのか理解出来ていないようだった。

「……あの、蛮君の面倒、よければ見ます」

「！　ありがとう。恩おんに着るよ」

　良い返事をもらえた事を重蔵は喜んだ。こうしてエヴァは、澪と蛮の二人の面倒を見る事になった。




　朝、朝食を澪と蛮と一緒にとる事になった。

　学校に行かなくてはいけないエヴァにとって朝はスピード勝負であったが、この日は澪がぐずってしまい、なだめるのに時間がかかってしまった。

「澪、好き嫌いはダメだぞ。ほら、ピンクの可愛い鮭さけさんだぞ～」

「いや！」

　昔はよくミルクを飲み、いつか大きな子に育つと思っていた澪は、育つにつれて好き嫌いが多くなっていた。

　とくに野菜と魚は苦手なようでいい顔をしない。

　だが、このままでは食が細くなって不健康になってしまうかもしれない。今のうちに好き嫌いを克こく服ふくさせるのが親の務つとめのようなものだ。

「エヴァ！　ちょーだい！」

　反対に蛮はとにかく何でも食べるので、これ以上はダメだと止めないといけないレベルの大食いだ。

「ほら蛮、美味しいお魚さんだぞ。ほら、あーん……」

「あむっ！　んー！　おいしいね！」

　口の端にご飯粒をつけながらニッコリと可愛らしい笑みを見せてくれる。

「蛮、えらいぞ。きっと将来は我の身長を超えるくらい、いい男になるぞー」

「へへへ～」

　エヴァに褒ほめられて上機嫌になった蛮は、ひたすらフォークを口に運んでいた。その様子を澪は不快そうに睨にらみつけている。

「ほら、澪。蛮は食べたぞ？　お前も食べてみよう」

　もう一度、エヴァは澪に魚を一口とって差し出した。

「いや！」

　澪はエヴァを拒否すると、蛮の皿にあった卵焼きを奪い、食べてしまう。

「あー！　おれのたまごやき！」

　もぐもぐと咀そ嚼しやくする澪を見て、蛮は泣き出してしまった。

「澪！」

　エヴァが少しきつく叱しかると今度は驚いた澪も泣いてしまう。

「エヴァたま……ふえ……ううっ……」

「み、澪。ほ、ほら！　澪の大好きなお豆とう腐ふがあるぞ！」

　泣き出した澪に好物の豆腐を与えて泣きやませようとするが、てこずる。

「とうふ！」

　すると、豆腐を見た蛮が手を伸ばして欲しがった。

「こ、こら蛮。まずは自分のご飯を食べなさい！」

「とうふー！」

「うえーん！！！」

　子供がひとり増えただけでこんなにも大変だとは思わなかった。

（学校……完全に遅ち刻こくだな……）

　朝の面倒については園長に相談して手伝ってもらう事にしよう。エヴァはそう決意して、とりあえずこの場を何とかしようと努めた。




　蛮がエヴァの元に来てから数日が経つが、あれからずっと澪と蛮は仲が悪くケンカばかりだった。

　そんなある日、学校から帰宅すると園長が何やら慌ててキョロキョロとしていた。

「園長？」

「ああ、エヴァ！　どうしましょう……澪と蛮がケンカして外に飛び出して行ったの！」

「なっ!?　すぐに捜さないと！」

「捜してるのだけど見つからないのよ！　施設付近は捜したのだけど……」

「僕も捜します！」

　エヴァは施設にかばんを投げ捨て、慌てて探しに行った。

　学校の帰り道に通っている森付近に着くと、何やら声が聞こえた気がした。

（この森は澪が捨てられていたところ……も、もしかしてここに？）

　エヴァは再び森の中に足を踏み入れる。

　森の奥へ進むとか細い声が聞こえてきた。

「……ゥ」

「澪！　蛮！」

　しかし、声の聞こえてきた場所には澪と蛮はおらず、いたのは一匹の小さなフクロウの赤ちゃんだった。

「……ホゥ」

「な、なななっ!?　まさか、澪なのか!?」

「ホ？」

　そのフクロウの頭と澪の髪型はなんとなく似ている気がする。澪も魔力に目覚めてこのような変身を出来るようになったのかと夢を広げるが、冷静さを取り戻して考えると、そんなはずがなかった。

（我とした事が、ついいつもの癖くせが出てしまった）

　ダークファンタジーのような世界観に憧あこがれるエヴァはついつい、シチュエーションに合わせたセリフや妄もう想そうをしがちだった。

　このフクロウはただのフクロウであり、きっと親とはぐれて一羽でいるのだろう。

　目の前にいるフクロウは状況が吞みこめておらず、エヴァに向かって首を傾げている。

「お前、澪と蛮を見なかったか？」

　思わず、エヴァはフクロウに澪達の居場所を知らないかと尋ねてしまった。

　すると、フクロウは羽を広げる。

　もしかして、道を示してくれるのかと期待したエヴァだが、フクロウは肩に飛び乗っただけだった。

「まあ、わかるわけないか……。ほら、フクロウ、肩から離れ──」

　フクロウを肩から下ろそうとした瞬間、澪と蛮の叫び声が聞こえた。

「うわー!!」

「っ!?　澪、蛮！」

　エヴァは肩にフクロウを乗せたまま走り出す。急いで、声の聞こえた方向へと行くと森から抜け出した。

　そして視界が広がった先に澪と蛮が見えた。澪と蛮は大きな犬に唸うなられて怯えている。

「あっちいけ！」

「こわいよ！」

　澪を守るように蛮がべそをかきながらも盾たてとなろうとしていた。

「澪、蛮！」

　エヴァが呼ぶと二人はこちらを見てホッとした顔になる。

　しかし、油断した二人に向かって犬が飛び掛かろうとしていた。

「危ない!!」

　エヴァが急いで二人に手を伸ばす。しかし、距離があるせいで間に合わない。

　すると、一目散に飛び出した影が視界に入った。

「ホゥ！」

　先ほど助けたフクロウが犬に向かって、嘴で攻撃を仕掛ける。

　エヴァはその隙すきに澪と蛮の元にたどり着き、犬の壁となった。

　犬は一瞬怯み、動きが止まったが大きな前足を振り下ろしてフクロウを薙なぎ払はらう。

「ホゥ!?」

　地面に叩きつけられたフクロウは痛そうな泣き声を出し、そのまま動かなくなった。

「フクロウ！」

　エヴァは地面に落ちたフクロウを抱き上げる。

　犬は興こう奮ふんしており、今にもこちらに飛び掛かってきそうな勢いだった。

「エ、エヴァたま……」

「エヴァ……」

　エヴァの後ろから不安そうな澪と蛮の声が聞こえる。

　犬と対たい峙じしてエヴァも震えていた。

（何てデカい犬だ……どうやら野良犬のようだが、こんな犬に澪と蛮を攻撃されでもしたら我は……嫌いやだ）

　怯えている心を何とか落ち着かせるため、エヴァは覚悟を決めた。

　エヴァは己おのれの右目をそっと撫でる。

「強すぎて封印せざるを得なかった我が魔力を解放するときが来たようだ……行くぞ！」

　エヴァは右目を押さえたまま呪文を唱えた。

「封印されし魔力よ。我の命のもと解き放て！　インビジブルアイ!!」

　エヴァは犬をまっすぐに見み据すえて臨りん戦せん態たい勢せいをとる。犬は急に叫び出したエヴァに驚いているようだが、まだ立ち去る気配はない。

「闇やみの眷けん属ぞくである獣じゆう人じんよ！　今すぐこの場から立ち去れ！　さもなくば輪りん廻ねを超えて貴様の転生を末代まで呪い我の僕しもべとしてやろうぞ！」

　エヴァは体が震ふるえるのを我が慢まんして犬に向かって叫んだ。しかし、犬はそんな事では怯まなかった。

「ワンッ!!」

　とうとう犬がエヴァに向かって飛び掛かる。エヴァは、澪と蛮を庇いながらそこから動かないぞと意気込んだ。

（やばい……澪と蛮だけは守らねば！　もうどうにでもなれ！）

　エヴァはとにかく腕を大きく振って抵抗する。

　すると、腕がたまたま鼻先にヒットしたようで犬から情なさけない声が聞こえた。

「キャイン!!」

　犬は警戒して襲う前の位置に後ずさった。エヴァは犬を睨みつけて立ち去れと念じる。

　犬は先ほどの攻撃がよほど嫌だったのか、エヴァ達からそろりと離れていく。

　姿が見えなくなるまでエヴァは犬を見続け、ようやく安あん堵どしたのか腰から崩くずれ落ちる。

「エヴァたま！　だいじょうぶ？」

「な、なに……久々に魔力を発動して疲れただけだ……。それより、澪も蛮もケガはないな!?」

　犬に襲われていないかとエヴァは二人の体を触って確かめる。

「ううっ……エヴァたま、ごめんなさい……ごめんなさい！」

「おれも、かってにでてごめんなさい！」

　澪と蛮も先ほどの緊張感がほぐれたせいか、ワンワンと泣き始めた。

「……お前達は手がかかるな。だが、ケガがなくて本当に良かった！」

　エヴァは澪と蛮をぎゅっと抱きしめる。エヴァにとってかけがえのない大切な家族である二人にもし何かあったりしたら、きっと立ち直れないだろう。




　エヴァは澪と蛮をつれて施設に戻ると、そこには心配していた園長が待っていた。

　澪と蛮には園長からお説教がありとても怒られたが、そこから二人の壁がなくなったようで大きなケンカをしなくなった。




　そして年月を経て──エヴァは大学院を卒業した。

　卒業式には園長と澪と蛮が、エヴァの為に参加してくれた。

「エヴァ様！　ご卒業おめでとうございます！」

　幼かった澪も今は小学生だ。

「澪、ありがとう。ところで蛮はどうした？」

「蛮の奴なんて知らないよ」

　蛮に対しては澪は冷たい態度をとっているが、これが澪の愛情表現である事をエヴァは知っていた。

（内心では心配しているであろうに、素直になれない奴め）

　そんな澪を可愛いと思ってしまうのだから、エヴァの親バカも重度なものだろう。

「エヴァ様～！　おめでとうっす！」

　聞き覚えのある声に澪とエヴァは振り返る。すると、蛮は予想外の物を持って現れた。

「ば、蛮!?　花に顔が埋うもれて見えないぞ？　というか、どうしたのだ、その花は!?」

「これ、父さんからエヴァ様にって頼まれてた花っす！　卒業式の会場には邪じや魔まだったから受付に預けてたっす！」

　そう言って蛮は百本くらいありそうな紫色のバラの花をエヴァに渡した。

「すご……。さすが十文字家の当主様……」

　澪が呆ぼう然ぜんとバラの花を見てぼそりとつぶやく。

「重蔵さんが……そうか……」

　重蔵はエヴァが大学へ行けるように援助をしてくれた。エヴァは花を受け取り、重蔵に感謝する。

「ホウ！」

　サミーがエヴァに寄り添ってきた。サミーは昔、エヴァが拾ったフクロウだ。あの後、家で治ち療りようをしたらすっかりエヴァに懐いてしまい、それからは澪達同様、ずっと傍にいる。

「エヴァ様。卒業した後なんですけど、本当にやるんですか？」

「ああ。我の力を存分に発はつ揮き出来るような場所を用意すると言ってくれているのでな。その誘いに乗ろうかと思う」

　エヴァは卒業した後はエルドール事務所に所属してアイドルを目指す事が決まっていた。

　大学在学中に社長直々にスカウトを受けたエヴァは、大学院卒業までに、将来のひとつの道としてアイドルを考えていた。

　在学中にアルバイトをさせてもらい、業界がどのようなものかを見せてもらってこの道に進もうと決めたのだった。

「エヴァ様……僕もアイドルになる！」

「は？　み、澪よ、何を申すか？」

「だって僕、エヴァ様の傍にいたいもん！　だから、僕もエルドール事務所に入る！」

「俺も入りたいっす！　エヴァ様と澪のいるところに蛮ありってね！」

「お前は来なくていい！」

「ひどいっす！」

　まるで動物がじゃれ合うように澪と蛮がケンカしていた。昔の様子を知っているからこそ、二人がとても仲良くなっていることにエヴァは安心する。

「我についてくると言うのなら、もっと魔力を高めて我の隣に立つにふさわしい者になる事だ」

　エヴァは胸を張り、二人をまっすぐに見据える。

　澪と蛮もエヴァからの覚悟を受け取ったのか真剣に答えた。

「望むところっすよ！　絶対にエヴァ様に追いつくっすから！」

「僕はエヴァ様の望むままに……待っててね」

　エヴァは花束を地面に置いて澪と蛮を強く抱きしめながら答えた。

「……ふっ。いい覚悟だ。何年かすれば我のサーヴァントとして認めてやらなくもない」
















　澪と蛮からの返事を聞く前にエヴァは二人から離れる。地面に置いた花束を拾い上げ肩に持ち、校門へと歩いていく。

　今この瞬間、校門から一歩外へ出れば境界線の彼方へと飛び出す事になる。

　エヴァにとって魔界と人間界の狭間だと言ってもいい。

　アイドルになると決めた自分、澪を育てると決めた自分、蛮の面倒を見ると決めた自分。どれもこれも本当の自分の姿であり、自分の今までのルーツでもある。

　エヴァを捨てた母親も、まさかエヴァがこんなにも幸せな日常を送っているとは思うまい。

「さあ、今日から我は『鮮血の帝王ブラツデイーマスター』と名乗ろう。この世の全て、我の手の内となろうぞ！」

「エヴァ様、素敵！」

「エヴァ様、惚ほれ惚ぼれするっす！」

「あなた達はまあ……」

　エヴァの発言に澪と蛮が興こう奮ふんする傍かたわらで、園長は呆あきれながらも微笑ほほえましく見守っていた。

　校門の外へと一歩踏み出した。その瞬間風が吹き荒れる。まるで春一番の風までエヴァを祝福してくれているように思えた。


































　二人は双ふた子ごだった。

　生まれる前から母親の胎たい内ないで一緒に過ごして、生まれる瞬間もほぼ同時。

　ただ、少しだけ違った事といえば体の強さだった。

　兄である枢くるる木ぎ睦む月つきは少しだけ早く生まれて、そして少しだけ遅く生まれた弟の枢木皐さ月つきは、兄から与えられた健康のおかげで何事もなく育った。

　睦月にとって皐月はとても大切な弟である。弟の皐月が自分のようにならなくて良かったと心の底から思っていた。

　弟にふりかかる不幸は兄である睦月が全て引き受けても構わない。睦月はそんなふうにさえ思っている。

　だが、そんな睦月にもひとつだけ願いがあった。

　それは──。




　いつものように、ベッドの上からテレビを眺ながめていた。

　隣には窓。正面にはテレビ。いつもと全く同じ風景ではあるが、睦月は大人しくベッドの上で布団を被り座っていた。

　動こうと思えば動く事は出来る。それでも、離れずにベッドの上でじっとしているのは、迷めい惑わくを掛けたくないから。

　体の弱い自分がいらない事をして、倒れてしまったら家族に迷惑を掛けてしまう。

　子供らしからぬ考えを持ち、睦月は大人しくしていた。

　それに、ここにいれば皐月が来てくれるから。

　そう考えたとき、当の本人が現れた。

「むつき！　今日のビッグニュースなんだと思う？」

　皐月は入ってきた途と端たん、睦月のベッドにボフッとダイブしてくる。

　睦月はいつもの事のように皐月がダイブしてくるであろう場所を、最初から空けて待っていた。

「んー、さつきがとなりのいえのみっちゃんにイタズラしたとか？」

「ピンポーン！　大当たり！　あいつ泣きべそかいて、いえに引きこもってやんの！」

「ふふっ。さつきは相変わらずイタズラ好きだね」

　足をバタバタとばたつかせて楽しそうに話す皐月に相あい槌づちを打つ睦月。

「今度はさ、むつきのふりしておどかしてやろうと思うんだけどどうかな？　例えば『みっちゃん、いつもさつきがお世話になってます。よかったら、これお世話になってるお礼にどうぞ～』とか言って、クモのおもちゃをてのひらの上にのせてやんの！」

　皐月は嬉しそうに次の作戦を話し始めた。

　いつも皐月が話してくれる周りの出来事は、まるで自分も見てきたような気がして、聞いているのが楽しかった。

「いいアイディアだと思うな～。さつきが楽しそうにしてると、おれうれしい」

「オレもむつきがオレの話を楽しそうに聞いてくれるのがすっげーうれしいぜ！」

　そう言って皐月は睦月をギュッと抱きしめた。

　睦月も皐月の抱ほう擁ようにギュッと抱きしめ返す。

「そうだ！　母さんがさ、今日の夜ごはんに好きなもの作ってあげるから、むつきとそうだんしろってさ！　むつきはなに食べたい？」

「お母さん、気合い入ってるね。う～ん、そうだなぁ……」

　急には思い浮かばず、何にしようかと考えていると陽気な音楽がテレビから聞こえてきた。

「あっ！」

　皐月はベッドから離れてテレビに近寄る。

『見た事のない世界へ連れてって！　ミラクルワンダーランドのミッピーがみんなを待ってるよ！』

『ミッラクル　ルンルン♪　ミッラクル　ワンダー♪　おいでよ、みんなであっそぼうよ～♪』

「ミッラクル　ルンルン♪　ミッラクル　ミッピー♪　ミラクールワンダーランド♪」

　近頃よく見る遊園地のＣＭだった。テレビで流れているＣＭの音楽に合わせて皐月も歌い始める。

「さっき、みっちゃんからここに行ってきたって聞いたんだー。ミッピーちゃんがふうせんをくれたって、すっげーよろこんでた！　オレも行きてー！」

　ミッピーちゃんとはミラクルワンダーランドの看板ウサギである。皐月は隣の家のみっちゃんの話を聞いて余計に行きたくなっている事を睦月に伝える。

　すると、ハッと何かに気づき、言い訳がましく否定し始めた。

「で、でもさ！　こんなゆうえんちに行きたいとかガキくせーし！　オレはそんなことよりも、むつきといっしょにいられるほうが、ちょう楽しいし！」

「……うん」

　睦月はわかっていた。皐月が睦月に遠えん慮りよしてこういうところに行きたいと言わない事を。

　両親も皐月もどこか遠出をしようなどとは言わなかった。それは、みんな睦月の体調を心配しているからだ。

　隣の家のみっちゃんのように本当は家族で遠出がしたいはずなのに、皐月はそういう我わが儘ままは一切言わなかった。

　先ほどテレビの前で言った言葉こそが皐月の本音だとはわかっている。

（さつき、おれのために……本当は行きたいくせに……）

　睦月は皐月の気持ちをわかっているからこそ、歯がゆく思っていた。

「なあ、むつき！　けっきょくごはんどうする？」

「あ……うん。おれ、ハンバーグが食べたいなぁ」

「ハンバーグ！　いいじゃん、いいじゃん！　オレ、母さんにつたえてくる！」

　皐月は母親のいるキッチンの方へと走っていく。

　その姿を見ていると、先ほどのＣＭがまた流れてきた。

『ミッラクル　ルンルン♪　ミッラクル　ワンダー♪　おいでよ、みんなであっそぼうよ～♪』

　そのＣＭを見て、睦月は決意する。今まで家族にお願いなどした事がなかったが、皐月の為ならばと勇気を振り絞しぼる決意を。

　その晩、睦月は母親と父親にお願いした。ミラクルワンダーランドに連れて行ってほしいと。




　天気は晴れ。出かけるにはピッタリの休日だった。枢木家は父親が運転する車に乗って、ミラクルワンダーランドへと向かっていた。

　皐月は車の中でずっとはしゃいでいる。その様子を見て、睦月は両親にお願いして良かったと思った。

　朝から出発して数時間、やっと到着したミラクルワンダーランドの正門近くは睦月達のように家族連れが多かった。

「むつき！　はやく、はやく！」

　皐月が正門前まで走って、手招きをする。

　睦月は小走りで皐月の元まで向かった。あまり外に積極的に出ない睦月にとって久々の地面は違い和わ感かんがある。

（外に出るのなんて散歩くらいだったから、なんか新しん鮮せん……）

　睦月が皐月のところまで追いつくと、皐月は睦月の手をぎゅっと握にぎった。

「はぐれないように手つなご！」

「うん！」

　手を繫いだまま皐月と睦月は豪華な正門をくぐって、ミラクルワンダーランドへと入っていく。

　まず皐月と睦月の目に入ったのはメリーゴーランドだった。

　二人がこれに乗りたいと言うと、父親は抱っこして同じ馬に乗せてくれた。

　両親はここで見てるからと言って、少し離れたところで笑っていた。

　そして、メリーゴーランドは動き出した。急に動き出したメリーゴーランドにびっくりした睦月は、皐月の背をぎゅっと摑んだまま目を瞑つむる。

「むつき！　見ろよ！　母さんと父さんが手をふってるぜ！」

　皐月の言葉におそるおそる目を開いてみると、確かに両親がこちらに向かって手をふっていた。

「むつき、楽しいな！」

「うん！　おれたちお馬さんにのってて王子さまみたい！」

　上下に動く馬に合わせて皐月と一緒にはしゃぐ睦月。今まで自分の不健康を嘆なげいていたが、勇気を出してここに来て良かったと安あん堵どした。

（今日は体調もいいみたい。かみさま、ありがとう！）

　初めての家族のお出かけがもしも自分の体調のせいで何かあったらと考えていたのだが、杞き憂ゆうだったようだ。

　次第に睦月は体調の事は気にならなくなり、メリーゴーランド以降もいろんなものに乗って皐月と一緒に楽しんだ。

　そして両親に買ってもらったソフトクリームを食べ終わったとき、皐月はとあるものを見つけた。

「あー！　ミッピーちゃんがいるー!!」

　よくＣＭで見たミッピーちゃんがいたのだ。

　ミッピーちゃんは片手にたくさんの風船を持って傍そばにいる子供達に配っている。

　皐月は睦月の手を摑んだ。

「むつき！　ミッピーちゃんにふうせんをもらいに行こう！」

「う、うん」

　皐月を追いかけるように睦月もついていく。

　傍まで行くとミッピーちゃんは皐月と睦月に気づき、こちらを見た。

「ミッピーちゃん！　オレたちにふうせんちょうだい！」

「ふ、ふうせんください！」

　皐月と睦月がミッピーちゃんに風船をくれるようにお願いをすると、ミッピーちゃんは空いている手で二つ分の風船を分け与えてくれた。

「やったー！　むつきとおそろいのいろだ！」

　風船は青い空のように真っ青だった。

　睦月は皐月とお揃そろいの風船を持てて内心ものすごく喜んだ。

（すごく、きれい。おそろいでこんなきれいなふうせんをもててうれしい……）

　睦月はぎゅっと風船のひもを摑んだ。

　皐月は両親に向かって風船をもらったとアピールしている。

　睦月もお揃いの風船を両親に見せてあげようと高く手を上げたその瞬間……

「あ！　ま、まって！」

　気が緩ゆるんだせいで風船をうっかり手放してしまった。

　睦月は飛んで行った風船を取り戻そうと後を追う。

「あっ！　むつき、まって！」

　風船を追う睦月を皐月も追い掛ける。

　後ろから両親の呼ぶ声が聞こえるが、睦月は今それどころではなかった。

（さつきとおそろいのふうせんが……！）

　せっかく初めて皐月と遠出が出来た思い出を、ひとつ残らず逃のがしたくない思いでいっぱいだった。

　睦月は全力で走る。自分の体の弱さの事もそのときばかりは気にしていられなかった。今はただ、飛んでいく風船を見失わないように、必死で追い掛けていった。




　しばらくして風船は木の枝にひっかかって止まった。

　睦月と皐月の身長では到底届くわけもなく、呆ぼう然ぜんとその風船を眺ながめる。

「ど、どうしよう。さつきとおそろいのふうせんが、あんなところに……」

「大丈夫だって！　またミッピーちゃんにもらえばいいんだし！」

「う、うん……」

　皐月に励はげまされるが、また皐月とお揃いの色がもらえるかどうかはわからない。睦月は落ちこんで俯うつむいた。

「ほら、ミッピーちゃんにふうせんをもらいに行こう？　えっと……あれ？　オレたちどうやってここに来たんだっけ？」

　皐月がキョロキョロと辺りを見わたしている。睦月もつられて辺りを見わたすが、見覚えのないところまで来てしまったようだ。

　先ほどまで風船を配っていたミッピーちゃんもいなかった。

「も、もしかしてはぐれちゃった？」

「えっ!?」

　風船を追い掛けるのに夢中で両親から離れてしまい、皐月を巻きこんで迷子になってしまったのだ。

「ど、どうしよう！　父さんと母さんきっとしんぱいしてる……」

　皐月は焦あせったように睦月を見つめる。

「ご……ごめん……なさい……」

　睦月は自分がしでかした事に気づき、声が震ふるえた。だんだんと涙のせいで皐月の姿が歪ゆがんで見えてくる。

「ごめん……うっ……ふえっ……」

「むつき！　なくなって！　オレべつにおこってないから……ないちゃ……っ、ダメなんだぞ……ううっ」

　睦月が泣きそうになったのにつられて、皐月まで泣き出してしまった。

（だ、ダメ！　おれのほうがお兄ちゃんなんだからしっかりしないと！）

　睦月は零こぼれそうな涙を両手でこすって無理やり止める。

「だ、だいじょうぶ！　お父さんとお母さんはおれが見つけるから！」

「で、でも……！」

　一度泣き始めてしまうと涙が止まらないようで皐月はわんわんと泣き続けた。

　そんな皐月を見て睦月はまた涙が溢れてきた。

「うっ……だいじょうぶ……だいじょうぶだもん」

　これ以上、涙を止める事が出来そうにもなかったそのとき、睦月と皐月は声を掛けられた。

「あー、いたいた。君達、お父さんとお母さんから離れちゃダメでしょう？」

「あ……」

「ミッピーちゃん？」

　睦月と皐月に声を掛けたのは先ほど風船をくれたミッピーちゃんだ。

　まさかミッピーちゃんから声を掛けられると思っていなかった皐月と睦月は驚おどろいて目の前にいるウサギを見つめた。

「あー、さっきの風船。こんなところに引っかかってたのか……ちょっと待ってね」

　ミッピーちゃんは木に近寄りジャンプして手を伸ばす。風船のひもはミッピーちゃんの手の中に収まり、見事風船をキャッチする。

「すっげー！　さすがウサギだぜ！」

　先ほどまで泣いていたはずの皐月の涙はすっかり止まり、今はミッピーちゃんを見て感激していた。

「ほら、もう離したらダメだぞ？」

「あ、ありがとう、ミッピーちゃん！」

　睦月がミッピーにお礼を言うと、ミッピーは返事代わりに睦月の頭を優しく撫なでてくれる。

　再び戻ってきた風船を睦月は嬉しそうに見つめた。

「さて、君達迷子になっちゃったよね？　ミッピーがさっきの場所まで連れてってあげるからおいで」

　ミッピーは二人と手を繫つないで、両親がいた場所へと連れて行ってくれた。しかし──。

「ミッピーちゃん、母さんと父さんいないよ？」

「うーん……困ったね。どうやらお父さん達は君達を探しに行ってしまったようだ」

「ど、どうしよう……やっぱりおれのせいだ……」

　睦月は再び泣きそうになった。すると、ミッピーがしゃがみこんで睦月に話しかけた。

「大丈夫。ミッピーが一緒に捜してあげるから。さあ、まだ歩けるよね？」

　ミッピーの問いかけに睦月はコクコクと頷うなずく。

　二人は再びミッピーと手を繫ぎ園内を歩き始めた。

「なあ、なあ！　ミッピーちゃんってしゃべれるの？　なんでいつもはしゃべらないの？」

「え？」

「そういえばそうだ。ＣＭでもミッピーちゃんはいつもしゃべってないし、さっきふうせんもらったときもしゃべってなかったよ？」

「えーっと、それは～」

　疑問に思った皐月と睦月は手を繫いだままミッピーを好こう奇き心しん旺おう盛せいな目で見つめる。

　ミッピーは言いよどんでいた。

「えっとね……ミッピーは実は悪い魔法使いにイタズラされたせいでこうなっちゃったんだ」

「えっ!?　そうなの？　それってすごくたいへんなこと？」

「う、うん……だからね。ミッピーが話せるって事は内緒にしてほしいんだ」

「うん！　わかった！　内緒にしておくね！」

　ミッピーと約束をした皐月と睦月は使命感でいっぱいになる。

「でもさ、ミッピーちゃん。話せると困るならはやく悪い魔法使いに元に戻してもらわないといけないでしょ？」

「うーん……そうだね。でも大丈夫。呪いを解く方法はわかってるからね。心配してくれるなんて君達は優しいね」

　そう言ってミッピーちゃんは嬉しそうに軽くピョンピョンと弾んだ。

「そうだ！　ミッピーちゃんの呪いをとくおてつだいをするよ！」

「え？」

「お、おれもきょうりょくするよ！」

　もっとミッピーに褒ほめられたくて皐月と睦月は呪いを解くお手伝いをすると申し出る。

「ダ、ダメ！　だって……そんな事したら悪い魔法使いは君達に呪いをかけようとしちゃうかもしれないから。そんな危険な事させられないよ」

　ミッピーは立ち止まってそれはダメだと言うが、皐月と睦月はそんな事では納得がいかなかった。

「ミッピーちゃんはオレたちの母さんと父さんを捜してくれてるんだから、オレたちだってなんとかしてあげなきゃダメなの！」

　皐月は絶対に協力するぞと言って諦あきらめない意思をミッピーに伝える。

「そう言われても……やっぱり君達には無理だよ」

「無理かどうかなんて話してみてくれないとわかんないよ！　せめて、方法をおしえてよ！」

　皐月はミッピーの足元にしがみつき、言うまで離さないぞと脅おどした。

　ミッピーは困ったなと言って下を向く。

「えっとね、呪いを解く方法はこの遊園地のどこかにある黄金のメダルを手に入れる事なんだよね。その黄金のメダルがあればなんでもひとつだけ願いが叶うんだ」

「願いが叶う……」

「そのメダルはどこにあるんだよ！」

「このミラクルワンダーランドのどこかにあるらしいよ。だから、君達が心配しなくても呪いを解けるんだ」

　睦月はミッピーの話を聞きながら思った。もしそんなメダルがあるならば、自分はどんな願い事をするのか。

（そのメダルがあれば、おれの体は元気になれるのかな？　そうすればきっとさつきといろんなことができる……）

　睦月はミッピーの言うメダルが気になって仕方がなかった。

「わかった！　そのメダルはオレが見つけてやる！」

「……今の話聞いてなんでそうなるの？　いいから、君達は早くお父さん達の元に戻らないと」

「母さんと父さんはあとで捜すことにした！　むつき、メダルをさがしに行こうぜ！」

「え？　あ、うん！」

　皐月はミッピーの手を離した。

「って、こらこら！　待ちなさい！　またはぐれちゃうでしょ？　しかもメダルを闇やみ雲くもに探そうだなんて一体どれだけ時間がかかると思っているの？」

「じゃあ、そのメダルどこにあるんだよ！」

「えっと……噂うわさによるとあの鏡の迷宮の中にあるって聞いた事はあるけど……」

　ミッピーが指さした建物を見た。大きな外観には似合わず入り口は小さい建物だ。

（あそこに願いが叶う金のメダルが……）

　睦月はどんどん己おのれの欲望が膨ふくれ上がっていくのがわかった。

「じゃあ、オレが取ってきてあげるよ！」

「だからダメなんだって！　あそこは通路全てが鏡張りになってるから子供が入るのは危険なんだよ」

「ええ～！」

　皐月は不満そうにした。ミッピーは皐月へ説教するのに夢中で睦月の行動に気づかない。

　睦月はそろりとミッピーの傍から離れて鏡の迷宮へと向かった。

（メダルがあればおれの体、強くなれる！）

　睦月は気づかれる前に急いで走った。

「ここで迷子になってるのに、さらにあの中に入って迷子になっては本ほん末まつ転てん倒とう……って、あれ？　睦月君はどこに……？」

　ミッピーはようやく睦月がいなくなっている事に気づいたようだ。辺りをキョロキョロと見わたして、睦月の居場所を捜す。

「あっ！　睦月君!?　待ちなさい！」

　睦月が鏡の迷宮への入り口をくぐろうとしたところでミッピーに気づかれた。

（気づかれた！　でも、もうおそい！）

　睦月はミッピーの声を無視して鏡の迷宮の中へと入っていったのだった。




　鏡の迷宮の中はミッピーが言っていた通り、全ての壁が鏡張りになっていた。睦月はぶつからないように手を前にかざしながら前へと進んでいく。

「あ……ここもかべ」

　ここに入ってから結構な時間が経ったように思えた。ずっとこんな調子で行き止まりになっており、入り口がどこかももうわからなかった。

　この中に本当に金のメダルがあるのだろうかと疑い始める始末だ。

「……どこ？　どこに金のメダルがあるの？」

　睦月はそれでも諦めきれずに前へ進んだ。だが、前へ進んでも幾いく度ども行き止まりにあってしまう。

「どうしよう……迷子になっちゃった」

　睦月は思った。きっとミッピーが呪いを解くための金のメダルを自分が横取りしようと考えたせいで罰ばつが下ったのだと。

　睦月は少し疲れてその場にしゃがみこんだ。

（おれはただ、自分の体を治したいだけなのに……。その気持ちですらゆるされないのかな……）

　自分勝手な行動で、ミッピーに悪い事をしている罪ざい悪あく感かんからか涙が出てきた。

　睦月は自分の膝ひざを抱えこんで泣き始める。

（ううっ……おれ、ミッピーちゃんがほしいものを横取りしようとした。そんな悪い子だからこんな目にあうんだ……）

　睦月の涙はもう止める事が出来なかった。

（さつき……ごめん……ミッピーちゃん……ごめんなさい）

「────き」

（あれ？　なにか聞こえる……）

　睦月は顔を上げて耳を澄すます。

「…………き…………つき！　……むつき！」

「っ！」

　耳を澄ませていると皐月が目の前に現れた。睦月は驚いて涙が止まる。

「むつき、いた！　もう、捜したぞ！」

「な、なんでここにいるの？」

「なんでって、むつきを捜してたからに決まってるだろ！」

　皐月は睦月の傍に駆け寄って涙を拭ぬぐってくれた。

「で、でもここ迷いやすいのに見つけられるなんて……」

「オレはただ、むつきが泣いてる声が聞こえたとおりにここに来ただけだよ？」

　何事もなかったかのように皐月は言った。

「そ、そんなにおれ、大声で泣いてないよ……」

「うそだ。泣き虫むつきの声が聞こえるからオレすっげー心配したもん」

　皐月は睦月をギュッと抱きしめる。

「……ごめんね、さつき」

　皐月も睦月の事を抱きしめ返して謝罪した。

「それで、なんで勝手にひとりでここに入ったの？」

「それは……」

　睦月は皐月にメダルを手に入れたかった理由を話す。

「金のメダルを手に入れて、自分の願いを先に叶えようとしたんだ……。ミッピーちゃんの呪いよりも自分のことを一番に考えて最低だ、おれ……」

「…………」

　皐月に失望されるのを覚悟で睦月は説明した。

「むつき。オレさ、実はミッピーちゃんの呪いを解こうなんて言ったけど、本当は違うんだ。オレも見つけたら自分の願いを叶えようとした」

「え？」

　まさか睦月も自分と同じように願い事があったとは思わなかった。

「さつきも？　それなら、おれさつきに願いごとを譲るよ」

　もし皐月が願いを叶えたいと言うのならば、睦月はきっと金のメダルを皐月に差し出しただろう。

「オレの願いごとは……むつきの体が丈夫になることだよ」

「っ！　さつき……」

　二人が同じ願い事をしようと思っていたとは思わなかった。皐月もきっと自分の為に願いたい事はたくさんあるだろうに、睦月の事を一番に考えてくれていたとわかり、また涙がぽろぽろと溢れてきた。

「うっ……ありがとう……ありがとう、さつき」

「だから泣くなって」
















　睦月は気がすむまでひとしきり泣いた。泣いている間は皐月が抱きしめてくれているから余計にまた涙が流れた。




　睦月も落ち着いたところで皐月と話し合った。

「やっぱり金のメダルのことを教えてくれたミッピーちゃんから奪うのはよくないね」

「うん。おれの体は大丈夫。きっと成長していけば治るって信じるよ。それにおれにはさつきがいるから大丈夫」

　二人は顔を見合わせて笑い合った。

「よし！　そんじゃあ、ここから出よう！」

「でも……出口なんて見つかりそうにないよ？」

　辺り一面見わたすと、どこもかしこも皐月と睦月が鏡に映りこんで、どこが道なのかもわからない。

　どうやって出ようか悩んでいると、鏡に睦月達以外の人物が急に現れた。

「いた！　君達が勝手に入ったという子供達だね？　ミッピーちゃんに捜してくれと頼まれたんだ！」

　背の高い男性が現れた。男はとても端たん正せいな顔立ちで、日本人とは思えない。

「ミッピーちゃんに頼まれたの？」

「ってか、おじさんだれだよ！」

「お、おじさん……ひどいなぁ。おじさんはここの遊園地のスタッフだよ？　さあ、出口まで連れていってあげるからついておいで」

　スタッフのおじさんは睦月達に、ついてくるよう指示を出す。

　皐月と睦月は手を繫ぎ合って、スタッフのおじさんの後ろをついていく。

　しばらくして、外の光が漏もれ出るところに辿り着いた。

　おじさんが扉を開くとずいぶんと懐なつかしい外の景色が広がっていた。

「皐月！　睦月！」

　外には両親が嬉しそうな顔で両手を広げて待っていた。

「母さん！　父さん！」

　皐月と睦月は両親の元へ走ってその腕の中に入る。途端にギュッと強く抱きしめられ、心配したと告げられた。

　スタッフのおじさんはその様子を見て静かに微笑ほほえむ。

「おじさん！　ここまで連れてきてくれてありがとう！」

「ミッピーちゃんにもお礼を言いたいんだけど、ミッピーちゃんはどこ？」

「えっと……ミッピーちゃんはね。金のメダルを見つけて呪いが解けたからしゃべれなくなったんだ。だからおじさんに君達を捜してほしいって頼んでお家に帰ったんだよ？」

　ミッピーちゃんが金のメダルを見つけたと聞いて皐月と睦月はホッとした。

「よかったな、むつき！」

「うん！　ミッピーちゃん、呪いが解けてよかったね！」

　皐月と睦月が喜んでいる間に両親がスタッフのおじさんにお礼を言う。すると、おじさんは懐ふところから何か取り出して両親に渡した。

「あの、実は私こういうもので、お子さん達が成長して良い時期にでもご連絡いただけますと幸いです。この子達はきっと逸いつ材ざいですから」

　両親は渡された紙を見て驚いていた。皐月と睦月は何を話しているのかよく理解は出来なかったが、とりあえず全て解決出来た事に喜んでいた。

　ミラクルワンダーランドの閉園時間がやってきて、枢木家は家に帰る為に車へと向かう。

　車の中でははしゃぎ疲れた睦月と皐月が手を握り合ってお互いの体を寄せ合いながら眠っていた。
















　睦月は夢の中で皐月と遊びまわる夢を見た。

（さつき……おれ、走ってるよ。体も全然つらくないしなんでもできる……）

　夢の中での皐月と睦月は成長していた。そしてキラキラと光るステージの上で楽しそうにはしゃいでいた。

（いつか本当にこんなふうになれるといいな……）

　睦月は願った。睦月が本当に一番願いたい事は、いつまでも皐月とずっと一緒にいる事だった。

　その願いが届いたのか、繫いでいた皐月の手がぎゅっと握り返してくれたような気がした。

　夢の中の皐月と睦月は、いつまでもキラキラとしたステージの上で輝き続けるのだった。

























　──はじめまして……ではないか。あらためまして折おり原はら輝ひかるです！

　あいつは俺が何も話さないうちからペラペラと話し始めた。まるで小鳥がピーチクパーチクと鳴いているようだ。

　──君の名前もあらためて教えてくれたまえ！

　既に知っているくせに。自分が自己紹介したからって何故俺まで名乗らないといけない。しかし、このまま答えないと目の前の小鳥はまたやかましく鳴き始めるのだろう。俺は観念して、自己紹介をしてやる事にした。

　──若わか王おう子じ楽らく……。

　たった一言だけだった。お飾りの言葉もつける事なくただ、名前だけを名乗る。

　目の前にいる小鳥は鳴くのを止めて、小さな口の端をニッと持ち上げ、白い歯を見せた。

　──楽！　一緒に遊ぼう！

　いきなり呼び捨てかよ。

　──……から────と───さ！

　あいつが俺に向かって何か言っているが、言葉が途切れ途切れにしか聞こえない。

　何て言っているのか聞き返そうとした。しかし、輝の行動の方が一歩早かった。

　無む邪じや気きな笑顔を俺に向けたまま、手を摑つかみ秘密基地の入り口へと誘う。

　秘密基地に入った瞬間、天てん井じようから差しこむ陽ひの光に俺は目を細める。

　そう、俺、若王子楽と折原輝の長い付き合いはここから始まったのだった。




　家にある置時計が鳴り響く。五時を知らせる音が響いた瞬間、楽は目を覚ました。

　目を開けたばかりのせいか、視界が安定しない。しかし次の瞬間、自分が何故ここにいるのかを思い出す。

（そういや、あいつを縁えん側がわで待っているうちに寝てしまったのか……）

　うっすらと見える視界に映る色は、すっかりオレンジに染まっていた。

　楽はぼーっとしながら寝返りを打ちつつ、目をこする。

「ああ、目をこすってはダメだよ、楽。目が傷ついてしまうからね」

　目の前から声が聞こえてきた。そして、手を優しく摑まれると、そっと目から離される。

　やっとはっきりした視界に輝が映った。どうやら楽は輝に膝ひざ枕まくらをされているらしい。
















「……輝か？　いつの間に帰ってきたんじゃ？」

「今日は先生の都合で部活動が早く終わったんだ。それで楽の家に来たら、縁側で寝ている楽を見つけたってわけさ」

　ショートカットのサラサラヘアーが風になびいているせいか、髪が目元にかかるのを輝は自分の手で押さえている。

　さすが演劇部のホープなだけあって、男の楽から見ても輝は美しい容姿をしていた。

「……絵になるのぅ」

　楽は目を細めてありのままの言葉を吐き出す。しかし、輝には意味が通じていないようで瞬まばたきを繰り返す。

「……ああ！　なるほど。確かに第三者から見たら、まさにこの状況は絵になるだろうね！　ミケランジェロもびっくりさ！」

　楽は輝の言っている意味がわからなかった。輝と楽が言う「絵になる」は、どうやら解かい釈しやくが違うらしい。

　楽は絶句したのち、深く考える事を諦あきらめた。この目の前にいる輝は自分よりふたつ年下である。

　明らかに無邪気で子供っぽい輝と、男子高校生にしては達たつ観かんしすぎた精神を持つ楽。これは歳の差のせいだけではないだろう。

　どのような育ち方をすれば、このような差が生まれるのだろうか。

（あ……。自分で深みに嵌はまってしもうたかのぅ……）

　けして幸福だとは言えない自分の生おい立たちを思い返して、少し欝うつ々うつとした気分となった。

　そんな楽の心情に気づいたのか、輝が眉まゆを下げて名前を呼んだ。

「楽……？」

「……なんじゃ、そんな情なさけない顔をして。ほれ、爺じいがもうすぐ畑から帰ってくる。そろそろ晩ばん飯めしの支し度たくをせんとな……」

　いつまでも膝枕をしてもらっているわけにはいかない。楽が頭を持ち上げようとしたとき、目の前に影が差した。

「おまんら……一体何をしとるんじゃ」

　楽と輝が見上げる先に爺がいた。楽の実の祖そ父ふで、育ての親でもある若王子信しんが、麦むぎわら帽ぼう子しに鍬くわを持った状態で怪け訝げんな顔をしながら楽と輝を見下ろしていた。

「膝枕じゃ」

「膝枕だ！」

　二人はまるで示し合わせたかのように爺に答える。爺は麦わら帽子の縁ふちを摑み、深々と被りなおしながら溜ため息いきをついた。

「そんなもん、見とったらわかる……相変わらずおまんら、変わっとるのぅ」

　孫を変わり者扱いするのはどうなのかと楽は思ったが、口には出さずに自分の心の内に留めた。

　溜息をついた後、爺は鍬を抱かかえなおして玄関へと向かう。

「楽。今け朝さ、折原の奥さんからもらった『アレ』が冷蔵庫に入っとる。晩飯のときに出せ」

「ほほう……『アレ』か」

「うむ！　『アレ』だな！」

『アレ』という言葉をきっかけに三人は晩御飯へと意識を傾かたむけた。爺が家の中へ入っていくのを見届けると、楽はおもむろに起き上がる。

「輝。晩飯の準備をするから手伝ってくれ」

「もちろんだ！　……と、言いたいところなのだが──」

　輝を見ると、座ったままで顔だけを楽に向けてきた。そして、まるで飼い主に置いていかれる犬のような哀あい愁しゆう漂ただよう表情をしていた。

　何故、輝が動こうとしないのか、じっくりと観察してみると原因が解った。

「お前さん……足が痺しびれたのか？」

「っ！　早々に見抜くとは、さすが楽だな！」

　飼い主がかまってくれたときの犬の喜びように似た反応をする幼おさな馴な染じみに、楽は溜息をつく。

　輝は楽に向かって手を伸ばす。

「すまないが、起き上がらせてくれないか？　自分では立てそうにない！」

「……何をえらそうに。しかし、膝枕をしてもらった俺にも責任があるか……。仕方ないから今日は俺が介かい護ごしてやるかのぅ」

「楽！　楽、楽、楽～！　楽は優しいな！」

「はいはい……ほら、引っ張るぞ」

　摑んだ手をぎゅっと握にぎりしめて、楽は輝を引っ張った。

　勢いがつきすぎないように加減したつもりだったが、楽が思うよりも輝は軽かった。

　引く力が強すぎて輝はそのまま楽の胸へ飛びこんでくる。

「～～～～～っ！！！」

　痺れた足を無理やり動かされた事で、輝は声にならない悲鳴を発した。

「悪い。引く力が強すぎたようじゃ」

「ら、楽は悪くないぞ……。この程度の事で痺れる私の足が悪いのだ！」

　楽が謝あやまるのを輝はすぐさま否定して自分のせいだと主張する。昔からそうだ。

　楽の幼馴染である輝は優しすぎる男だった。

「…………」

「楽？」

　楽は無言で輝の足元にしゃがみこむ。そして、輝の痺れている足を己おのれの人差し指でつつく。

「ぐあっ！　ら、楽～！　くすぐったいぞ！」

「だろうな。わざとじゃ」

「ひどい！　ひどいぞ、楽！」

　くすぐったそうに足をバタバタさせる輝の反応が面おも白しろくて楽はつつき続けた。

「おい！　おまんら、いい加減じゃれあっとらんで晩飯の手伝いをせんか！」

　爺の怒ど声せいが台所の奥から聞こえてきた。

　楽と輝は声が聞こえてきた台所の方へ視線を送りながら固まった。そしてお互いの顔を見つめ、くすっと笑い合う。

「爺の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れると厄やつ介かいじゃ。ほれ、俺の肩に摑まれ」

「すまない。あと、もうちょっとで痺れがなくなりそうなんだが、ゆっくり！　ゆっくりと歩いてくれ！」

「はいはい……」

　楽は輝に合わせてゆっくりと進む。同じ歩ほ幅はばで台所へと向かい、爺と共に晩御飯の準備をしたのだった。




　炊たき上がったばかりの白米を茶ちや碗わんに盛って、食卓に三つ置く。

　それぞれの箸はしが置いてある席に座し、三人は手を合わせた。

「いただきます」

「いただきます」

「いただきます！」

　楽は自分の紺こん色いろの箸を器用に扱い、汁物から手をつけていく。今日の汁物はニンジン、大根、白菜、じゃがいもなど野菜がふんだんに使われていた。

　汁物を飲んで身体を温めると、次は茶碗を手にして中央の皿に箸を伸ばし、白米の上に持っていった。

　白米の上に汁が染み出すのを目にしながら、少しだけつまんで口元へと運ぶ。

　シャキシャキと心地良い歯ごたえがあり、煮に詰つめた味つけが口の中で広がる。食べなれたこの味が楽にとって馴染み深かった。

「相変わらず、輝のお母さんが作ったきんぴらごぼうは美お味いしいのぅ」

「だろう！　折原家直じき伝でん、『黄金に輝かがやくきんぴらごぼう』は世界一美味しいからね！」

「いつも持ってきてくれて、ありがたいのぅ」

　楽が美味しそうに食べているのを見た爺と輝も、きんぴらごぼうに箸を伸ばして食べ始める。

　シャキシャキとよく咀そ嚼しやくした後、爺は輝に顔を向けた。

「そういや、輝。おまんは部活動をよく頑張ってるみたいじゃねぇか」

「うむ。私は演劇部のホープだからな！　みんなの期待を裏切るような真似はしないさ」

　まっすぐな瞳で輝は喜き々きとして話し始める。

「近頃は、脚本と演出担当の子達も意欲的でね。私も主役として負けられないって思うよ」

「へぇー。部員全員が意欲的になるなんて、いい部活動じゃねぇか」

「ああ、私もそう思う！」

　輝と爺が部活の話で盛り上がっている中、楽はずっとご飯をゆっくりと口に運んでいた。

（ああ。こりゃ、後で俺に話を振られるパターンじゃ。お隣となりの輝君はこんなに部活動に熱心で学校生活を満まん喫きつしているというのに孫まごの楽君は帰宅部でお昼寝を満喫していていいのか？　……なんてな）

　手にしていた箸のスピードを速める。こうなったら、一刻も早くこの場から立ち去るのが吉だ。

　手前の二人はまだ部活の話で盛り上がっていた。いいぞ、輝。この調子で矛ほこ先さきをこちらに向けるなと楽は祈る。

　慌あわててご飯を食べているのがばれないように装よそおいつつ、食べるスピードを更に速める。

　しかし、そう上う手まくはいかなかった。

「楽。おまん、やけに飯を搔かきこんでんじゃねぇか。そんなに腹が減ってたのか？」

　様子に気づいた爺が不思議そうに楽を見る。

　それに合わせて輝もこちらを見て、首を傾かしげてみせる。

「……育ちざかりじゃからのぅ」

　普段、あまり大食いではない楽は、冗じよう談だんめいた言葉でかわそうとする。

　しかし、その冗談がいけなかったのか、爺の矛ほこ先さきをこちらに向けてしまった。

「……楽、家に帰ってきて寝て食うだけじゃ、つまらんじゃろう。輝みたいに学校で何かを熱心にやった方がいいんじゃないか？」

（……きた）

　先ほど予想していた通りの事を指摘された。

　これが嫌いやでご飯を慌てて食べていたというのに。

「俺はそれがいいんじゃ。人付き合いは苦手じゃし、家で筆ふでを握にぎってひたすら字を書いている方が楽じゃからのぅ」

　爺の質問にぱぱっと答えつつ、最後のご飯を口にする。自分が使っていた茶碗や箸を両の手で持ち、立ち上がった。

「ごちそーさん。風呂に入ってくる」

　食事後の挨あい拶さつをすませ、そそくさと台所の水場に茶碗と箸を浸ひたし、そのまま風呂場へと一直線に向かう。

　しかし、ふと見えた輝のきょとんとした表情を楽は見み逃のがさなかった。

（ああ……心配させてしまったかのぅ……）

　だからといって、今フォローしに行けばまた爺からのお節せつ介かいな言葉が飛んでくるに違いない。

　先ほど見えた輝の表情を頭の中から無理やり振り払うかのように、楽は服を脱ぎ捨てる。風呂場に入ると、すぐに桶おけに湯をすくい上げ、肩から思い切りかけ流す。

　そして、浴よく槽そうから湯があふれかえるくらい勢いよく入浴した。

　波打つ湯がユラユラと元に戻り、やがて静かになる。

　湯船につかると疲つかれと共に、先ほどの嫌な気持ちなども一緒に流れていくように感じた。

「ふぅー。極ごく楽らくじゃ……」

　少し動くと湯もその動きに合わせて揺れ動く。

　その様を見ながら、楽は今日の学校での出来事を振り返る。

（あの女おな子ごは……今頃俺の事を考えてくれてるんじゃろうか……）

　昼休みの事だった。昼御飯をどこか木こ陰かげでとろうと考えながら、楽はフラッと歩いていた。

　そんなとき「若王子先せん輩ぱい」と聞きなれない高くて可愛らしい声が聞こえてきたのだ。

　呼ばれた声の方を振り返ると、そこには初うい々ういしい女子がいた。楽は三年である。自分を先輩と呼ぶのだから後こう輩はいであろうという事はすぐにわかった。

　そして楽はその女子から愛の告白を受けたのだった。

「前から若王子先輩の事が気になっていました。私と付き合ってください」

　たったそれだけの定型文通りのような告白だった。

　しかし、楽はその女子になんと返事をすればいいのかわからなかった。

　何故なら、楽にとってこれが生しよう涯がい初めての告白だったからだ。

　今までバレンタインチョコを受け取る事はあっても、好きだと告白された事は一度もなかった。

　自分でも十分に自覚しているが、あまり人受けする人にん相そうではない。むしろ近寄りがたい人相をしているから、女子から怖がられているのではないかと思っていた。

　そんな男だというのに、告白をされる機会があるとは予想外だった。

「あの、返事は後日で結構です！　すみませんでした！」

　告白してくれた女子は言いたい事だけ言うと、そのまま立ち去ってしまった。

「あ」

　楽が女子に声をかけようとした瞬間、何かが落ちているのに気がついた。

　視線を地面に移すと、そこには生徒手帳が落ちていた。

　楽はそれを拾い上げて中身を見る。

「……提つつみ　成せい子こ。１年Ｂ組……って、輝と同じクラスじゃのぅ」

　告白してくれた女子が、輝と同じクラスだという事を知る。

　何度か輝のクラスを訪れた事があったから、もしかしたらそのときにでも彼女は自分の事を知ってくれたのかもしれない。

　返事をしないまま、帰らせてしまった事を申し訳なく思った。

「さて……どうしたものか……」

　じっと湯船につかっていると、ポツポツと音が聞こえた。

　どうやら熱い風呂に長時間つかっていたせいで、水滴が頰ほおを伝って湯の中に流れ落ちたようだ。

「とりあえず、髪を洗いながら考えるか……」

　楽は湯船から上がり、髪を洗う事にした。




　髪と体を大ざっぱにバスタオルで拭ぬぐったせいなのか、それとも自分の髪の毛が長すぎるせいなのか、滴しずくがポタポタと床に落ちた。

　首にかけているタオルでさらに髪の水気をきる為、顔を下に向けてゴシゴシと拭う。

「楽！　待っていたぞ」

　見上げると、輝が手にドライヤーを持って待ち構えていた。

「輝……毎度毎度、俺の為にドライヤーを準備しなくてもいいんじゃぞ？」

「何を言ってるんだ！　私がドライヤーで髪を乾かわかさなかったら、楽は自然乾かん燥そうで髪を放置する気だろう！　それはダメだ。楽の綺き麗れいな髪が傷いたんでしまう」

　輝はこうして毎日、楽の髪を乾かしてくれている。

　楽は申し訳なさと面倒くさいという気持ちが入り混じり、複雑な表情になった。

　輝はそんな楽を、手で招き寄せる。

「ほらほら、観かん念ねんして大人しく乾かされるがいい！」

「何でお前さんがえらそうなんじゃ……。はあ。もういい」

　楽は観念して輝の前に座る。

　輝が膝立ちの体勢になり、ドライヤーのスイッチを入れた途と端たん、ゴーッという大きな機械音と共に熱風が吹き荒れる。

　楽の髪は自分の見ている方向へサラサラとなびき始めた。

「熱くないか？」

「ああ……ちょうどいい」

　長時間ドライヤーをあててしまっては熱いだろうという気き遣づかいからか、輝は手て際ぎわよく丁てい寧ねいに上から下へと乾かしていった。

（相変わらず、手先が器用な奴じゃ……）

　輝はぱっと見、手先が器用なのかと言われるとそうは見えないという人も多いだろう。

　しかし、輝は演劇以外にも氷こおり彫ちよう刻こくの作品を好んで作っている。

　氷彫刻は素早さと器用さが重要だ。

　輝はその二つの才能を備そなえており、見事な氷像を作成しているのだ。

　美術部の顧こ問もんも輝の作品には驚おどろきを見せていた。

　一度、取材をさせてほしいと訪れたローカルテレビ局にも披ひ露ろうした事があるほどの腕前だ。

　そんな幼馴染を楽は誇ほこらしく思うのと同時に『とある感情』も持ち合わせていた。

（……俺と輝はそもそも才能の差が大きい。輝の華はなやかさは天性のものだ。俺には所しよ詮せん成しえない事……）

　楽は鬱うつ々うつとした感情が表に出てこないよう自分に言い聞かせて、念入りに蓋ふたをした。

「楽！」

「っ!?」

　ドライヤーの音のせいか考え事をしていたせいなのか輝に呼ばれている事に気がつかなかったようだ。

　輝は一度、ドライヤーのスイッチを切って楽に聞こえるように呼び掛ける。

　油断していた楽は少し驚きながら、輝の方を振り返る。

「何じゃ？　もう終わりか？」

「いや、まだ乾かしきれていないが、少し聞きたい事があって……」

　何やら言いづらそうに視線を逸らす。

「モジモジしてどうしたんじゃ？」

　いつもなら堂々と言いたい事をハッキリ伝える輝だが、今の様子は何かおかしい。

「ああ、すまない！　そうだな……ではズバリ聞こう！」

　楽のツッコミに輝は意を決したのか、いつものように背筋を伸ばして楽に目線を合わせた。

「楽……告白されたというのは本当か？」

「なっ……!!」

　何故、お前がその事を知っているんだと驚きのあまり口に出しそうになったが、よくよく考えれば不思議ではなかった。

（彼女と輝はクラスメイトじゃから、きっとクラスで女子同士が話してる際にでも耳に入ったとかそんなところか……）

「楽？　なあ、どうなんだ？　教えてくれたまえ！」

　輝はズズイと音が聞こえてきそうなくらい、身を乗り出してきた。鼻と鼻がくっつきそうなくらい近かったので、楽は輝の胸を一押しして距離を取る。

「バカ……顔が近すぎじゃ。これでは話も出来んじゃろぅ」

「むむっ。すまない……どうしても気になって仕方がなくて……ずっと気になってたんだが、話すタイミングを逃のがしていたからつい……な？」

　輝は眉を下げて申し訳なさそうに頭を下げた。そして再び楽に質問を投げかける。

「それで……どうなんだ？」

「お前さんは……。確かに今日、輝のクラスメイトの女子に告白されたのぅ」

「やはり堤君か！　茶さ道どう部ぶの可か憐れんで大人しい女子だ！　それで、返事はどうしたんだ？　オッケーをしたのか？　付き合うのか!?　そして茶道部に入るのか!?」

「だから顔が近い！」

　再び身を乗り出してくる輝に対して、今度は早めに防ぼう御ぎよが出来た。

　近づく輝の顔を楽は片手で押さえこむ。

「はあ……。まだ返事はしておらん……というよりも何故、付き合ったら茶道部に入る事になるんじゃ……」

「彼氏彼女ならずっと傍にいたいものではないのか？」

「……少女漫画の見すぎじゃ」

　輝と楽の男女の付き合い方の概がい念ねんにはどうやら大きな差があるらしい。

「そうなのか……しかし、返事をしなかったとは……うむ……」

「何じゃ？　俺と彼女が付き合った方が良かったのか？」

「いや。それは楽が決める事だ。楽がその子を好きなら付き合うといいと思う。彼女もいい子だからな」

　輝は何か考え事をしながらも、ハッキリと意見を伝えた。

　そんなふうに言われるとは思わなかった楽は面めん食くらう。

「ふうん……そうか。それよりももう乾かさなくていいのか？」

「あ！　ダメダメ！　半乾きのままでは風か邪ぜをひいてしまう！　もう少し我が慢まんしてくれたまえ！」

　再びドライヤーのスイッチを入れて、楽の髪に熱風をあてる。

　楽は反対を向き、乾かしやすいように体勢を整えなおした。乾かしてもらいながら楽は先ほどの輝のセリフを頭の中で反はん芻すうした。

（……はて？　何でこんなに胸がムカムカするんじゃろうか？）

　先ほど湯船で洗い流したはずの感情が再び胸に溜まってくる。楽は後ろで髪を乾かしてくれている輝の事を考えた。

（輝が良いというのなら、付き合っても問題なかろう……。輝が演劇部に夢中なように、俺も何かに夢中になる事があるのだろうか？）

　恋に浮かれれば自分の胸の内も熱くなれるのだろうか。ふとそんな事を思いながら、楽は輝に身を任せて目を瞑つむったのだった。




　それから、輝は自宅に戻りそれぞれの家で就しゆう寝しんし朝を迎えた。

　いつものように輝が楽を迎えに来て一緒に学校へ向かう。

　学年が違う為、二人はいつも昇降口で別れる。自宅でまた一緒に晩御飯を食べる事もあり、いつも『また後で』と言って別れるのだが、今日は少し違った。

　昇降口に例の彼女がいたからだ。

「あ……」

　彼女は楽を見て言葉を漏もらす。その後、ぺこりとお辞じ儀ぎをしてそのまま小走りに去って行った。

　輝と楽は彼女の走っていく方向を見る。楽はそのとき、輝の様子を横目でちらりと窺うかがってみた。

　何も読み取る事の出来ないような表情で、輝は彼女の走っていった方向をじっと見ていた。

「楽」

　そして、口を開いたかと思えば楽の名をぽつりとつぶやく。

「今日、良ければ演劇部を見に来ないか？」

「……急に何じゃ？」

「うん。たまには私の活かつ躍やくの場を見てほしいと思ってな！　別に放課後、用事があるわけではないのだからいいだろう？」

「……気が向いたらな」

　そのまま頷うなずくのは癪しやくだと思い、意い地じ悪わるな返しをしてしまった。しかし、輝はそれでも構わないと微笑ほほえんだ。

　先に輝が動き出す。楽と輝のクラスは反対の方向だ。

　まっすぐに背筋を伸ばして歩いていく輝を楽は立ち止まったまま見つめる。

（演劇部か……久しく見に行っていなかったから、今日くらい見に行ってもいいか）

　幼少の頃、楽は輝の演劇を何度も見た事があった。あのまっすぐな背筋とハッキリとした目鼻立ちが舞台映えする事を楽は知っている。

　しかし、高校生になった頃から見に行く回数が減り、本番くらいしか輝が演劇している姿を見に行く事はなくなってしまった。

（そういや、練習風景を見に行ったのは中学生……いや、小学生以来かもしれん……）

　先ほどは気が向いたらと返事をしたが、楽は放課後、見に行く事に決めた。

　輝が何故、急に見に来てほしいと言い出したのか。その事も気になっていた。

　予よ鈴れいのチャイムが鳴り始める。楽はやっと昇降口から離れてクラスへとゆっくり向かっていった。




　退たい屈くつな授業をダラダラと過ごした後、やっと放課後がやってきた。

（授業はつまらん……）

　楽にとって勉強は、教科書と教師の特徴を見て赤点を免まぬがれれば良いというレベルの捉とらえ方だった。

　クラスのみんなは真ま面じ目めに黒板に向かい、一いつ生しよう懸けん命めいノートに書き写していた。

　その皆の行動が正しい事は楽にもわかっていた。

　もう楽達三年は進路を決めないといけない時期だ。

　大学受験をする者は休み時間を利用してまで勉強し、放課後は予備校にも通っていた。反対に就職組は楽のように授業はダラダラと過ごしていたが、放課後になると先生と一緒に面接の練習などを行っている。

　放課後、まっすぐ帰き路ろにつくなんてきっと自分だけなのだろう。

　昨日、爺が楽に学校で何かしろと言ったのもわからなくはない。

　だけど楽は、身内からそのような言葉を聞きたくなかった。これは楽の我わが儘ままだった。

　あれこれ考えながら教室から出ると、ちょうど部活へ向かおうとするジャージ姿の生徒が楽の前を通り過ぎていった。

（そうじゃ……。輝に放課後、演劇部に来てくれと言われておったのを忘れてた……）

　今日の朝の出来事だというのに、すっかりその事を忘れてしまっていた。

　口く調ちようも相まって周りからはジジ臭くさいと思われているだろうが、脳までそうなってしまっては本当にその通りになってしまう。

（輝にまでボケたのかと問われるのも複雑じゃ……）

　昇降口とは逆の方向に歩き始める。輝が部活動をしているところは昇降口とは反対方向だった。

　輝達演劇部は体育館のステージでいつも練習している。体育館のステージ上なら他の部活動と場所が被る事もなかった。

　楽はステージに立つ輝の姿を思い出す。

　幼い頃に見たステージに立つ輝は、いつも喜々としていた。見ているこちらもワクワクするような気持ちになった。

　明るい髪が太陽の光に反射して、眩まぶしかった記憶が……。

（ん？　おかしいのぅ……。確か輝の演技を見たのは屋内だったはず……）

　何故、太陽の光を浴びている姿が頭をよぎったのだろうか。

（これは本当にボケてきておるんじゃ……。いやいや、さすがにない。ない……はずじゃ）

　記憶違いが自分の物忘れのせいである事を否定しながら、楽は輝が待つ演劇部へと歩いて行った。




　体育館から部活動の賑にぎやかな声が遠くまで聞こえてきた。もう少し近寄ると、バスケ部が使用中なのか、リズミカルなドリブル音もよく聞こえてくる。

　楽はステージに一番近い扉をそっと開き、中を窺う。

　ステージ上には複数の人がいた。その中でもひときわ目立つ明るい髪の男がいた。

（あいつは、よく目立つのぅ……。見つけやすくて良い良い）

　輝はどうやら部長らしき人物と台本の読み合わせを行っているようだ。

　真剣な顔をして部長の言葉に耳を傾けながら、自分の台本に何やら書いている。

　氷彫刻を作っているときと同じような表情だ。

　輝は一度何かに没ぼつ頭とうすると、恐ろしいほどの集中力を発はつ揮きさせる。氷彫刻はスピードが命の作業でもあった。おそらくそのおかげで身についた能力なのだろう。

　それが演劇でも役に立っているようだ。

　自分の幼馴染についてそう分ぶん析せきしていると、すぐ傍から見知らぬ者の声が割りこんできた。

「なあ、演劇部のあの目立つ奴。例のあいつだろう？」

「知ってる、知ってる！　『けたたましいセイレーン』っていう男！」

　どうやらバスケ部の補欠部員が壁際で談だん笑しようしているようだ。そんなだから、レギュラーになれないのではと楽は思った。

　輝は容姿こそ美しいが、反面言動や行動がかなり個性的な為、普通の人はあまり近寄ろうとしない。

　それどころか、人というものは普通と違うと、隠いん語ごを使って相手を表さないと気がすまないようだ。

　輝に対する隠語は今噂うわさされたように『けたたましいセイレーン』だ。

　その隠語が輝の耳に入っていない事だけが、楽にとって救いだった。

（俺も普通とは少しズレているから、きっと何かしらの隠語で呼ばれておるんじゃろうなぁ。『三年の隠いん居きよ爺じじい』とか？　……あり得そうで嫌じゃのぅ）

　こういうものは存外、本人の耳には入ってこないものだ。知らぬが仏ほとけと思いながら、楽は聞き耳を立てた。

「『けたたましいセイレーン』って何でそんなふうに言われてるんだっけ？」

「空き教室で演技の練習をしているのか、突然高笑いが聞こえてきたり、大げさな語り口調が聞こえてきたりするらしいぜ。何人もそれを聞いてるからそう言われるようになったらしい」

「へえ。確かによく通る声だもんな。バスケの練習中だっていつも──」

「ああ！　ロミオ……ロミオ……。どうしてあなたはロミオなの！」

　バスケットボールの弾はずむ音すら気にならないくらい、通る声だった。

　噂話をしていた補欠部員も思わず話し声を止める。

　よく見ると練習をしていたバスケ部員もステージを見ていた。

「お父様と縁を切って、その名を捨ててください。それが無理ならばせめて……せめて私を愛すると誓ちかってください！　そうすれば私はキャピュレットの名を捨てましょう！」

　有名な劇中のセリフだった。確かシェイクスピアの『ロミオとジュリエット』だ。

　何故、輝が女役のジュリエットの演技をしているかは疑問だが、演じる姿はまさに女性に見えた。

　いつもならハキハキと身振り手振りする輝が、女性らしい表現をする為にしなやかかつ滑なめらかで繊せん細さいな動きで訴うつたえている。

「あれが『けたたましいセイレーン』？　すっげー演技上手いじゃん……」

「ああ。だけどセイレーンって名前だけはあながち間違いじゃねーよな？」

　先ほどまで輝を笑いものにしていた補欠部員は驚きのあまり目を見開き、輝の演劇のクオリティに感かん嘆たんしていた。

　それは楽も同じだった。

　しばらく見ていなかった幼馴染の演技はとても上達しており、目を離す事が出来なかった。

　これが天性の才能なのかと楽は心の中で輝に問いかける。

　その言葉は聞こえるはずがなかった。……なかったはずなのに、輝の視線がこちらに動いた。

「っ!?」

　楽は咄嗟に扉から離れた。

（今、目が合ったか？　いや……むしろ何故、俺は視線を逸らす必要があった？）

　自分の咄嗟の行動に困こん惑わくした。もう一度確かめようと輝の方を見み据すえたが、体が動こうとしない。

　先ほどの輝の演技は確かにすごかった。自分が思っていた以上に輝は役になりきって、まるで本物のジュリエットのように演じていた。

　そんな輝の才能を見て楽は恐怖した。

　自分の幼馴染は実はとんでもない天才なのではないかと。

（あいつと比べて俺は……）

　激しい劣れつ等とう感かんが楽の中で生まれた。今までバカだと思っていた幼馴染は、氷彫刻だけではなく演劇の才能も群ぐんを抜いていたのだ。

　おそらく輝は、今後もっと華はな々ばなしい大きなステージで活躍するだろう。そんな光景が楽の中に見えた。

　そんな幼馴染と自分が隣に立つ姿を想像すると、恥はずかしく思えてきた。演劇に打ちこむ輝と何もする事がなくダラダラと過ごす自分。

　今まで劣等感を抱かなかった事が、おかしかったのだと気づかされる。

　楽はフラフラとした足取りで体育館から離れる。一刻も早くこの場から立ち去りたい。

　キラキラと輝く輝の姿をもう見たくないという一心から。

　しかし、そう簡単にはいかない。

「楽！」

　後ろから自分の名前が呼び掛けられる。先ほど演じているときと同じ、よく通る声だった。ただ、違うのはその名前にこめられた感情の起き伏ふくだけだ。

（ああ……いつもの輝じゃ……）

　楽はゆっくりと輝の方を振り返る。輝はうれしそうにこちらへと近づいてきた。

「楽、楽！　約束通り見に来てくれたんだね！　私の演技はどうだった？　素晴らしい演技だっただろう！　先ほどのセリフは役に対する感情をうまく表現できたと自じ負ふできるくらいだ！」

「ああ……ジュリエットだったのは意外だったが、よく演じられていたよ」

「そうだろう、そうだろう。実は女の役は今回初めてだったから、女性である部長のアドバイスを受けていたんだ。部長は教え方が上手くてな！　まさに飴と鞭むちで私の演技の良い部分を伸ばそうとしてくれるんだ」

　楽が見に来た事がよほど嬉しいのか、輝はどんどん饒じよう舌ぜつになっていく。だが楽は輝の言葉を聞き流して、一刻も早くこの場から離れたかった。

「なあ、楽。よければ中で見ていってくれ。私の演技をもっと楽に見てほしいんだ」

　輝は楽の手を握って、体育館へと引っ張る。

「っ！　やめろ！」

　輝の手を楽は無理やり振り払った。突然の楽の行動に輝は驚き、振り払われたままの手を見つめて立ち止まった。

（しまった……！）

　咄嗟の行動だったが時既に遅し。楽自身もその場で立ち止まる。

（いかん。誤ご魔ま化かさんと……何か……何か！）

　ダラダラと過ごしていた授業中が噓うそのように、楽は頭をフル回転させる。そうして、出た答えはまたも突然のものだった。

「悪い。今から告白の返事をしに行くんじゃ」

　昨日、輝と話した告白の件を言い訳に、楽はこの場から離れようとした。

　咄嗟に考え出した言い訳だった。別の言い訳でも通じただろうに、よりによって何故こんな答えを出してしまったのだろうか。

　楽は平然と言っているが内心はかなり焦あせっていた。

　輝は楽の答えに「告白……」とぼそりとつぶやく。やっと動いた輝の視線に合わせて伸ばされていた手も下にダランと落ちる。

　楽は冷や冷やしながら、その動作を見ていた。

「………………」

　また黙だまりこくった輝を、しばらく眺ながめる楽。

　ちょうどバスケ部の練習試合が終わったのか、ホイッスルの音が体育館内に響いた。

　その瞬間だった。輝は楽の両手をガシッと摑み、顔を近づけてきた。

「っ!?」

　驚いた楽をよそに輝はキラキラとした目を向けてくる。

「そうか！　告白の返事をしに行くのか！　うまくいくといいなー。うまくいったら私にも是非彼女を紹介してくれたまえ！　なんたって楽の彼女になるのだから、私の心の友にも等しいからな！」

　それは熱心な応援メッセージだった。楽は驚きのあまり言葉にする事が出来ないまま、そのメッセージを受け取る。

「あっ！　すまない。そろそろ練習に戻らないと部員に迷惑を掛けてしまう。それじゃあ、楽、健けん闘とうを祈るよ！」

　最後にはウィンクをして、その場を立ち去った。立ち去る背中を見て楽は輝の名を呼ぼうとした。しかし、声が出なかった。

（俺は一体……輝にどうしてほしいんだ？）

　空を切る手を虚むなしく感じた。そのまま手を下ろし、昇降口へと向かう。楽の心は焦りでいっぱいだった。

「若王子！　良かった。まだ学校にいたんだな」

　楽の元にクラスの担任が駆け寄ってきた。

「先生……」

　先ほどの虚しさを引きずったまま、楽はぼーっと担任を見る。

「お前、前に出した進路希望の用紙、春頃に渡した一回目の用紙にも書かれていたが、今も意志は変わらないんだよな？」

「進路……」

　そういえば、二週間前くらいに二回目の進路希望用紙が回ってきていたような。

「何をぼーっとしてるんだ。書しよ道どう家かになると書いたのはお前だろ？」

「あー……はい」

　確かに書道家と書いた。特にやりたい事も何もない。楽の得意としている事と言えば書道だけだった。

　多くは進学を希望する中、楽は書道家になる道しか見えなかったのだ。

「はあ……先生はお前の将来が心配だよ。ただでさえマイペースで、のらりくらりとしたお前がよりによって書道家とは……」

「…………」

「だが、そんな性格のお前だからこそ合っている職業なのかもな。ところで……先生、書道家の事を調べてみたんだが、最初の頃は安定した収入を得るまでが辛つらいらしいぞ？」

「……昔、父も言ってました」

「そういえば、お父さんも書道家だったらしいな」

「はい。もう父はいませんが……」

　幼少期。まだ父が生きていた頃、唯一教えてもらった事が書道だった。

　今でも父の残した素晴らしい功績はその業界では知れわたっている。だが、病気がちだった父は亡なくなってしまい、後を追うかのように母も病死した。

　残されたのは血の繫つながりのある爺と父が教えてくれた書道のみであった。

「すまない。辛い事を思い出させたな……」

「いや、もう亡くなったのもずいぶん前なので。今更嘆なげくような歳でもないですし」

「お前って奴は……本当に達観しているな。先生、また心配になってきたぞ？」

「はあ……」

　自分をとても心配してくれている担任の気持ちが伝わってくる。

　楽自身でさえ、もしこんな面倒な生徒を持ってしまったら、心配で担当するクラスを変えてほしいと思ってしまう。

（この先生は良い人じゃ……）

　生徒ひとりの為にこんなに親身になってくれる先生もなかなかいない。書道家だなんて将来が見えない道を反対するどころか、あまつさえどういう職業なのかを調べてくれているのだから。

「お前は師し事じしている先生はいるのか？」

「昔、父の知人に師事してましたが、あいにくその方は中学の頃に引っ越されて今は疎そ遠えんに……」

「なるほど。今までのお前の表彰歴を調べたら中学までのものしかなかったのはそのせいか？」

「……昔はその人が紹介してくれたコンクールに何度か出品してたので」

「じゃあ、高校からは特に何もコンクールに出していないのか？」

「出してないですね」

　楽は淡たん々たんと述べる。

　確かに昔は出せば金賞や銀賞をとっていた。その賞状は家の棚にある。いつも楽が賞をとるたびに輝が嬉しそうに飾ってくれていた。

（そうじゃ……輝は俺が書で入賞するといつも喜んでいたし、自分も頑張らないとと奮ふん起きしていた……）

　在ありし日の思い出がよみがえる。忘れかけていた懐なつかしい思い出に楽は目を見開く。

　しかし、担任はそんな楽の様子に気づかずに話し続けた。

「なあ、若王子。コンクールにお前の書を出品してみないか？」

「え」

　担任から予想外な提案を受けて更に驚いた。

「中学まで何度も金賞をとっているのなら、まだチャンスはあるだろう。お前の進路を有利に進める為に高校在学中に、デカい賞をとった方が絶対にいい！」

「いや、でもこんな時期にやってるコンクールなんてもうないでしょう？」

「先生もそう思ったんだが、調べてみたら……あったんだ！」

　先生は前もって印刷してきたＡ４用紙を楽に渡した。

「どうやら都内にある有名な神社が、百年に一度だけ行う書道コンクールがあるらしくてな。いろんな企業もそのコンクールに出資をしているようで、業界では注目されているらしい」

　初耳だった。いや、百年に一度しか行われないのであれば、楽が知らないのも当然かもしれない。

　募集締め切り日を見るとあと一週間しかなかった。

「先生。締め切りまで一週間しかありませんが……」

「ああ。先生も昨日、このコンクールがあるって事に気がついてな。もう少し早く気づいてお前に教えられれば良かったんだがな」

「あ、いえ。こういう事は自分で調べるのが普通なので先生は悪くないです」

　自分の失言に楽は申し訳なくなった。わざわざ探してきてくれたというのに責めるような言い方は良くない。

「あと一週間しかないのはわかっている。ただ、このコンクールで賞をとって書道家になるのと、ならないのとでは差が大きい。先生はお前なら可能性があるんじゃないかって思うんだ」

　担任は熱弁をふるった。しかし、楽は一度もこの担任に自分の書を見せた事がなかったはずだ。何故、こうも自信満々に言い切れるのか不思議に思った。

「何故、先生は俺に可能性があると思うんですか？」

「……えっと……それはだな…………か、勘かんだ!!」

「は？」

　先ほどこの担任を見直した気持ちが一気に冷めた。

「まあ、とにかくだ！　どうせ家に帰って書道をしているなら、受験する気持ちにでもなってこれに応募してみろ！　じゃあ、頑張れよ！」

　担任は書類を楽に押しつけて、さわやかに去っていった。

「何なんじゃ一体……」

　確かに担任の言う通り、家に帰っても寝るくらいしかやる事がなかった。

（輝もあんなに頑張っている。俺も何か自分にしかないものをもっと極きわめないと……）

　渡された用紙に目を落とす。しばらく、書道に対して熱がこもっていなかったのも事実。この機会に真剣にコンクールに応募してみるのは今後に繫がるような気がした。

（俺がやるべき事……俺に出来る事といえば書だけじゃ……）

　ずっと幼い頃から教わってきた書道。父が亡くなってからもこれだけは手放せずにいた。

「俺には……これしかない」

　楽は決意した。昇降口へと向かう足を速める。焦りはどんどん大きくなっていくばかりだった。

（俺だって、才能くらいあるはずじゃ……）

　先ほど見た輝の輝きが楽は忘れられなかった。輝はとても美しかったが、同時にとても恐ろしいもののように思えた。まるで大きな光で出来た影に引きずりこまれそうで。

　影となった部分がどんどん広がっていき、いずれ大きな闇やみとなって楽を追いかけてくるような気がした。

　楽は身み震ぶるいをしながら足を速める。焦りと共に急いで家へ帰った。




　濃のう厚こうな墨すみの匂においが部屋一面に充満していた。元は白かったであろう半紙があたり一面に散らばっている。

（違う……こんなんじゃない！）

　墨で黒く塗ぬりつぶされた半紙が一枚……二枚とどんどん数を増していく。

　明かりは窓まどから漏れる日光のみ。

　この部屋、唯一の出入り口である襖ふすまは完全に閉じきっていた。

（違う！　俺の思い描く書はこんなものじゃない！　何故じゃ！　何故思い通りに書けない!?）

　怒りに任せたせいで指先に力が入る。

　いつまで経っても書きたい字が見つからない。頭の中で思い浮かべて書いてはまた消してと繰り返しているせいか、だんだんと何も浮かばなくなってきた。

　考えるのに疲れて楽はそのまま後ろに倒れて寝そべる。落ちている半紙はまだ墨が乾いていないものもたくさんあったが、今はそんな事は気にならない。

　気になるのは自分が何をしたいのかという事だけだった。

（今日で何日目じゃ……。爺が食事を何回か運んできてくれた気がするが、最後に食べたのがいつか思い出せん……）

　時計も何もなく時間を知らせるのは外の景色だけだった。

（あれから一度も輝は来ておらんか……。まあ、あんな突き放した態度をとったんじゃ、来れなくなっても当然じゃろう……）

　あれだけ毎日顔を合わせていたのに、突然見なくなるとそれはそれで寂さびしいものだった。

　だけど、今は輝の顔を見るより自分の将来の為に何か行動する方が大事だ。輝に置いていかれないようにと焦っているのが自分でもわかった。

　同じ事をグルグルと考えてはキリがなかった。そろそろ作業を再開しようと起き上がる。

「楽？」

　聞きおぼえのある声が聞こえた。楽は襖の方を慌てて振り返る。

「楽、いるか？　入ってもいいか？」

「…………」

　聞こえてきた声はまさしく輝本人のものだった。

「楽？」

「は、入ってはならん！」

　とにかく今、この部屋に入ってもらうわけにはいかない。

　自分の納得のいく作品が出来ていない事は、部屋を見ればすぐにばれてしまうし、何より輝に会う事が怖かった。

　先ほどまで輝の事を考えていたというのに、いざ本人がすぐ傍にいると思うと顔を合わせられない。

「入っちゃダメか……わかった」

　このまま立ち去るだろう。安あん堵どすると同時に悲しいという感情が生まれた。

「入っちゃダメだというなら、しばらくここから話をさせてもらおう」

　そう言うと襖からドンッと音がした。おそらく襖の前に座りこんだのだろう。そんな音だった。

「何を言っておるんじゃ……そんなところにいたって俺は構う事は出来んぞ？」

「別にいい。ただ、楽の傍にいたいだけだ」

　輝は楽の心しん境きようなど知らずにそう答えた。どうしてこの男はそう簡単に自分の気持ちをさらけ出す事が出来るのだろうか。
















「……何が傍にいたいじゃ。暇ひまなら演劇に集中しておればいいじゃろう。お前にはすごい才能があるんじゃ。もっとそれを磨みがけばいい」

「……それもそうだな！」

　このまま納得して立ち去ってくれるのなら良し。楽は一いち抹まつの寂しさを抱えながらも、作業を再開した。

「演劇はもちろんやるべきときにやる。だが、今は楽の傍にいたいし楽と話がしたいんだ！」

　襖の傍から離れる気配はなく、輝はそのまま居い座すわるつもりらしい。

「……お前は強いのう。俺もお前みたいに何か夢中になれるものがあるといいんじゃが」

　輝に向けて言った言葉のはずなのに、自分の心に響くのは何故だろう。

　墨で染めた筆を半紙の上で停止させる。真っ白な半紙の上にポツポツと黒いシミが出来ていく。そのシミは徐々に広がっていく。

　まるで今の自分の心境のようだった。

「俺は無む我が夢む中ちゆうになれるものが何もない。唯一得意な書道だって、思いたったときに字で表して己おのれが満足するだけじゃ。俺はお前を見ていると心底夢中になれるものがあって羨うらやましくなるのぅ」

　一度ついた黒いシミはそう簡単には消す事は出来ない。どんどん黒く塗りつぶされていく。

「輝……お前を見ていると俺はとても焦る。だからといってお前を真似る事も出来ん。隣に立てるようにするだけでいっぱいいっぱいじゃ」

　楽は立ち上がって襖まで歩み寄る。そして輝がいるであろうところに膝をつき、襖越しに手を触れさせた。

　きっと今頃輝は呆あきれているだろう。

　襖の向こうから立ち上がる音が聞こえれば、きっとそれはここから立ち去る一歩手前の合図に決まっている。

　楽は襖を背にして静かに座った。

（さあ、呆れてくれ……年上にもかかわらずこんな情なさけない幼馴染の事を蔑さげすむがいい）

　とうとう自じ虐ぎやく的てきになり始めた思考は、真っ白な部分が残っていないくらい黒く染め上げられたようだ。

　視界に映る景色ですら色褪あせて見える気がする。

「………………」

　輝はまだ立ち去る気配がない。無言のまま傍にいるようだ。

（どうした？　いい加減、めんどくさいと思っているだろう……）

　なかなか動こうとしない輝に、楽はだんだんと苛立ってきた。すると、何やら動こうとする気配がする。

（やっと諦あきらめたか……これでいいんじゃ……）

　女め々めしく諦めきれない思いを胸に秘めて、楽は襖にそっともたれた……が、もたれた背中に物理的な衝しよう撃げきがきた。

　まるで反対側から襖を壊こわさんばかりの衝撃が加えられた。

「なっ!?」

「楽！　なめてもらっちゃ困るぞ！」

（何を!?）

　輝が襖に思いきりもたれ掛かったのか、それとも襖を殴なぐったのだろうか。輝に限って後者はないと思いたいが、姿が見えない以上、楽は想像するしかない。

「楽には私がそんなにもすごいように見えるのか？　それはとても光栄だ!!　だが、私がそう見えるのは周りの環境に恵まれているからにすぎない！　楽もそのうちのひとりだ」

　輝はいつものように堂々と公言した。まっすぐ凜りんとした声で宣言する様はまるでひとつの芝居を打っているかのようにも思えた。

　だが、楽にはわかる。今の輝は噓うそ偽いつわりのないまっすぐな気持ちをぶつけている。

「何も見ず、何も感じないまま演技をして人に感動を伝えられるだろうか。私ならそんな人間から感動が得られるとは思えない。だからこそ、たくさんの人を観察するのだ。中でも私が一番見てきたのは楽、君だ！　楽が〝折原輝〟という人間をつくったと言っても過言ではない！」

　楽は輝の言っている事に対し理解が追いつかなかった。何をどうしたら自分が人ひとりをつくれるような人物に成りえるのだろうか。

「楽は私を見て焦っているから、頑張ろうとしているのか？　真似をしたいのか？　隣に立ちたいのか？」

　矢や継つぎ早ばやに輝は話す。

「だったら、頑張ればいいさ。だが真似る必要なんてない。楽には楽の良いところがたくさんあるのを私は知っている。何も劣おとる事なんてない！」

「何でそんな事を言い切れる？」

「言い切れるさ！　楽はこのあいだの私の演技を見て驚いて自分も夢中になれるものを探さなくてはと思ったのだろう？　でもあの演技は楽という親友がいたからこそ、生まれたものだ！　そんな私に才能を与えてくれた楽自身が劣っているなんてあり得ない！」

「お前は……めちゃくちゃだ」

「めちゃくちゃなもんか！　ちゃんと筋すじが通っているじゃないか。どうして大切な親友である私の言う事を信じられないのだ？」

　不思議そうな声が聞こえた。きっと襖の向こうで首を傾げているのだろう。だが、首を傾げたいのは楽の方だった。

「それに隣に立ちたい？　そんなの──」

　一瞬輝の言葉が途切れた。輝の身に何かあったのだろうか？

「輝！　どうし──」

　慌てた楽は襖へと体勢を向け直した。

　すると、襖が勢いよく横にスライドした。

「隣に立てばいい！　それが難しいなら私から隣に立とうじゃないか！」

　輝は襖を開けた勢いで、楽に向かって飛びこんでくる形になった。

　楽はそんな輝をそのまま受け止め、畳たたみの上に勢いよく倒れこむ。

　二人が倒れた衝撃で風が舞まい、畳の上にたくさんあった半紙が宙ちゆうを舞う。

　目に映った白い半紙はまるで雲くものようにフワフワと漂っていた。

（黒が白に変わった……）

　二人は半紙が畳の上に戻ってくるまでじっとその体勢を保たもつ。

「楽……その……すまない。飛びこむつもりではなかったが、つい勢い余って……」

　オドオドと輝から声が掛かる。楽は現状をやっと理解した途と端たん、笑いが止まらなくなっていた。

「ククッ……クククッ……」

「ら、楽？」

「ハッハッハッハ！　輝、お前はほんとバカな子じゃ！」

　一度笑い出したら止まらなくなってきた。楽はお腹が苦しくなり、抱きかかえている輝をぎゅっと抱きしめたまま転がった。

「うわっ！　ら、楽！　目が回るぞ！　あと力が強い！」

「ククッ……すまんのぅ。だが、お前がいけないんじゃ……何度突き放しても離れないなんてスッポンのような奴じゃ」

「スッポン……姿は美しくないが、食べると美容にはいいらしい！」

「バカじゃ……」

　先ほどまで真っ黒に染まっていた気持ちが、いつの間にか元に戻ったように感じる。

（そうか……こいつはいわば白い墨のような男という事か……）

　墨ぼく汁じゆうにも色はある。輝はきっと真っ白な墨汁で楽の心を綺麗にしてくれたのだ。

　たとえを自分の得意分野で表しているせいか墨くささはあるが、実にロマンチックな事を考えていた。

（これでは俺が女々しすぎる……実に女々しい男じゃ、若王子楽よ）

　自分の女々しさを嘆きつつも心は晴れやかになっていた。

「なあ、楽。私の言いたい事、わかってくれたか？」

　輝はやっと楽の腕の中から解放された。楽は寝ころんだまま輝を見てニヤッと笑う。

「まったく意味がわからん。……じゃが、焦りはなくなった」

「っ！　そうか……なら良かった！」

「ああ。むしろ今、書きたい字と作品が思い浮かんだ。ほれ、さっさと出て行ってくれ。今から作業に取り掛かる」

「ええー!!　せっかく久々に会って話せたのに……」

　輝は明らかに落らく胆たんを見せた。

「何、大丈夫じゃろぅ。慌てる必要がなくなったんじゃ。お前が隣にいてほしいと思えば俺が追いかけて、俺が隣にいてほしいと思えばお前が来てくれる。そうじゃろ？」

　輝が言ってくれた言葉を伝える。

　輝もその事に気がつき、笑顔で頷いた。

「うん！　それじゃあ、向こうで待ってる！　来るまでずっと待ってるぞ！」




　──……から────と───さ！




（あ！）

　輝が向こうで待ってると言った瞬間、楽はこの間見た夢を思い出した。

「折原家直伝、『黄金に輝くきんぴらごぼう』が待ち構えているからな！　夜御飯は絶対に一緒に食べると約束だ！」

「……ああ、約束じゃ」

　楽は差し伸ばされた輝の小指に自身の小指を絡からめて約束する。

（お前が言った言葉、あれは確かそう──）




　──きょうから、ずーっといっしょさ！




　幼い輝が白い歯を見せて招き入れてくれた秘密基地。

　両親を亡くした楽にとって、それは魅力的な言葉だった。

（まるで毒リンゴのように、喉のどから手が出るほどほしくなるようなものじゃ）

　楽は幼い頃から輝に既に囚とらわれていたのだろう。そんな事は露つゆとも知らず、輝は夜御飯の用意をしに行った。

「よし……やるか！」

　先ほどの騒さわぎのせいか埃ほこりが舞っていた。その埃に窓から差しこむ夕日がキラキラと反射している。

　もし今回の作品が賞に入らなくとも、きっと楽にとって一生忘れる事の出来ないものになるに違いない。

　完成された書を思い浮かべながら、筆に墨をたっぷりとつける。

　用紙に向かってまっすぐに筆を振り下ろし、勢いよく薙ぎ払った。










【輝SIDE】




「ふんふふ～ん♪」

　輝ひかるがご機き嫌げんな鼻歌をしながら念入りに額がく縁ぶちを磨みがいていた。

　その額縁の中には、楽らくが入賞したコンクールの賞状が収められている。

「輝……何時間磨くつもりなんじゃ……」

「ピッカピカになるまでに決まっているだろう！」

　そう言いながら輝は磨く手を動かし続けていた。

　この間まで悩んでいた書をやっと納得出来るものに仕上げた楽は、締め切り当日にコンクールに応募したのだ。

　結果が来るまでは少し時間がかかったが、楽の書いた書は見事金賞をとった。

　これには担任も大喜びして冬休みが終わったら始業式で登とう壇だんしてもらうと張り切っていた。

「先生も喜んでいたそうで、良かったな。私も幼おさな馴な染じみとして誇ほこらしいぞ」

「……その件くだんの先生じゃが、どうやら裏で糸を引いている人物がおったようじゃ」

　楽は新聞を読む爺じいへと視線を向ける。

　楽の視線に気づいた爺は手に持っていた新聞紙で顔を隠かくした。

「ほう……何の事じゃろうな？」

「……白しら々じらしい。誰かさんが俺の進路に頭を悩ませた担任に、コンクールのアドバイスをしてくれたそうじゃないか」

「それは、いい人がおったもんじゃ」

　爺はそのまま返事をして、新聞をめくり新たな記事を読んでいる。

　楽はこれ以上言っても埒らちが明かないと思ったのか、爺から視線を逸らし、諦あきらめたようだ。

「なあ、楽！　金賞をとったのだから、私に何かプレゼントをさせてくれ！　何でも好きな事を頼んでいいぞ！」

「何でもと言ったか？」

「ああ！　何でも叶かなえてやろう！」

　胸を張る輝。そんな輝に楽はある願いを口にした。




　温風が顔を直ちよく撃げきした。普段は自分が気をつけながら相手に温風を浴びせる方の立場だから、慣れない風に思わず目を瞑つむってしまう。

「悪いな。真正面からでは風が顔に直ちよく撃げきするようじゃ。悪いが後ろを向いてくれ」

「わかった！」

　楽に言われた通り輝はくるりと回って後ろを向いた。

　そのまま、楽は輝の髪の毛を優しく乾かわかしていく。

（髪を乾かしてもらうのってこんなに気持ち良かったとは驚おどろきだ）

　幼い頃、母に乾かしてもらった記憶はあるが、大きくなるにつれて手を煩わずらわせる事もなくなった。

　久ひさしく誰だれにも触れさせた事がなかったせいで気持ち良く感じるのだろう。

　楽は乾かしている最中によくウトウトと船をこぐ。その気持ちが輝にもやっとわかった。

　後ろにいるであろう楽の表情が見えないかと思い、輝は視線だけで覗こうとする。やはり、当たり前だが見えなかった。

（楽は……結局告白された彼女と付き合う事になったのだろうか？）

　実はひそかに気になっていた。以前、楽に告白した成子は輝のクラスメイトだった。

　輝は楽に秘密にしている事があった。輝は以前に彼女から楽宛のラブレターを預かった事があったのだ。

　誰かの好意を無む下げにする事は普段ならしない輝ではあるが、そのときばかりは自分でも信じられない行動をとってしまった。

　ラブレターを預かってから数日後、彼女から様子を聞かれた。そのとき、輝は咄とつ嗟さに噓うそをついたのだ。

「楽は、今のところ誰とも付き合う気がないそうだ」

　彼女は残念そうな顔をして「伝えてくれてありがとう」とだけ輝に言って、去っていった。

　彼女が立ち去ってから我に返った輝はとんでもなく後こう悔かいした。

　普段からの演技力の高さで、さも平然と答えてしまったが、輝は彼女に申し訳ない気持ちを持つと共に、楽に迷めい惑わくを掛けるかもしれないと思ったからだ。

　件くだんのラブレターは今も輝が持っている。

　もし、楽が彼女の事を知って好意を持ったとしたならば。

　何故、自分は勝手に楽の返事を代だい弁べんしてしまったのか。

　後悔しても既すでに遅おそい。彼女はきっとふられたものだと思っただろう。

　そのときから、輝は罪ざい悪あく感かんを隠かくすかのように演劇に専念した。演劇をしている間は違う自分になれる。

　こんな醜みにくい折おり原はら輝ではなく、美しく綺き麗れいな折原輝でいられるだろう。だから輝は演じる事を極きわめていった。

　ある日、輝はある役をもらった。自分とは違う生き方をしている男に対して意地悪をするという美しい男役を演じる事になった。その美しい男を演じているうちに輝は気づいた。

　自分にはない魅力を相手が持っている事に。手に入れたくても本質が違う。真似しようとしても出来ない。美しい男はその男に嫉しつ妬としていたのだ。

　あのとき、輝が楽に噓をついたのも、同じく『嫉妬』であると気づかされた。

　輝は楽に嫉妬をしていた。自分より年上で飄ひよう々ひようとした楽の生き方に劣れつ等とう感かんを感じていたのだ。

　普通の人生を人並み以上に幸せに過ごしていた。ここまで育ててくれた家族にも感謝をしている。

　しかし幼い頃に両親を亡なくしても、楽はそれを不幸だとは思っていなかった。それは仕方のない事であり、彼は彼らしく人生を歩んでいたのだ。

　そんな楽を輝はとても美しいと感じていた。楽のようになりたいとも思ったが、それは所しよ詮せん無理な事だった。

　その美しさは楽だからこそ美しいと思えるのだと、今ならわかる。今まで歩んできた人生も含めて若わか王おう子じ楽という男が美しいのだと。

　演劇で演じた美しい男も、最後には意地悪を諦めたのでバッドエンドにはならなかった。

「なあ、楽。例の告白の返事はしたのか？」

「ん……ああ、したぞ」

　心しん拍ぱく数すうが上がった気がした。どういう返事をしたのか気になって仕方がない。

「楽！　彼女と付き合うのか？」

「いや……断った」

「……そうなのか？」

「そうじゃ」

　輝はそれ以上は何も聞けなかった。楽もそれ以上何も答えず、そのままドライヤーのスイッチを消した。

「輝、髪を乾かし終わったぞ？」

「乾かすのが早すぎる……」

「しょうがないじゃろう。お前と俺とでは髪の長さが違いすぎる」

　楽の言う通り、輝と楽の髪の長さは全く違った。

「そうだ！　楽、楽、楽！　聞いてくれたまえ！」

「……またどうでもいい事を考えておるのか？」

「どうでもよくないぞ。私も楽みたいに髪を伸ばそうと思う！」

　胸を張って答えると楽は白しら々じらしい目でこちらを見てくる。

「一体またどうしてそんな事を……」

「長い髪にしたらもっと長い時間乾かしてもらえるからな！　私とお揃そろいだなんて嬉しいだろう？」

「髪の長い男が二人並ぶだなんて考えただけでうっとうしいじゃろぅ」

　楽は頭をくしゃくしゃと搔かきまわしながら面倒くさそうな顔をした。

「いいではないか！　うっとうしい男に一緒になろう！」

「嫌いやじゃ。というか、何で急に俺みたいに伸ばそうと思うんじゃ。お揃いだから、というのはなしじゃぞ？」

　お揃いにしたいというのも理由のひとつではあった。しかし一番の理由は──。

「楽はすごいと私は思ってる」

「何じゃ、藪やぶから棒ぼうに？　おだてても何も出んぞ？」

「違う！　本当にすごいと思ってるんだ。だから少しでも楽に近づきたくて、同じように髪を伸ばせばご利り益やくになるかなと思って……」

「お前……俺の髪に霊力があるとでも思ってるのか？」

「それは確かにありそうだ！」

「バカ……冗じよう談だんじゃ」

　楽はククッと笑った。その笑顔を見て輝はほっとした気持ちになる。

「本当に楽の髪にはすごいパワーが秘められているかもしれない！」

「そうか。それじゃあ、お前はいつか俺のおかげですごい男になれるかもしれんという事か」

「そうなったら楽のおかげだな！　二人して将来すごい男になるかもしれない！」

　口に出していると本当にそのような気持ちになってくるように感じた。

　楽はまた笑い出す。いつまでもこうして一緒に笑い合いながら隣に立てる日を願う。

　まっすぐ凜とした長い髪の男が二人、大きな舞台へ立つ日を思い浮かべて──。








ＥＮＤ
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　本書『アイ★チュウ　Fan×Fun×Gift♪♪２』をお手にとっていただき、ありがとうございます。peroです。ゲームのアイチュウももうすぐ２周年ですね。そしてゲーム１００万ダウンロードおめでとうございます。

　前回の投票結果の６位～10位に選ばれたストーリーですが、今投票をしなおしたらまた結果は変わってるのかなと気になりつつ、楽しく書かせていただきました。

　大体が過去の内容となっているので、気になっている読者の方もたくさんいらっしゃるのかなと思います。

　昔って何をしてたのかなと自分の事を振り返ってみましたが、外で遊んでるか習い事をしているかのどちらかだったと思います。

　私は楽らくと同じく書道を習っていましたが、どうもじっとしているのが苦手な子供だったようで一年足らずでやめてしまいました。

　なので、楽の集中力と字の綺き麗れいさは個人的にとても憧あこがれています。

　そんなふうに振り返りながら考えていたら選ばれたストーリーのアイチュウに限らず、他のアイチュウ達の過去もストーリーも妄もう想そうし始めてしまい、執しつ筆ぴつに対する集中力も途切れ途切れとなりました。反省してます……。

　そんなこんなでやっと完成したこのノベライズをみなさんに喜んでいただけましたらとても幸せです。

　素敵なイラストを描いてくださったくにみつ様、しヴぇ様、さとい様、ななやことえ様、そして、企画してくださった担当さん、いつもありがとうございます。

　またこのような素敵な機会をいただけますと嬉しいです。

　最後にゲーム本編を遊んでいただいているプロデューサーのみなさん、ありがとうございました。まだ二部が続いておりますので、本編も最後まで読んでいただけますと幸いです。

　ここまで、読んでいただきありがとうございました。





二〇一七年三月　pero




























著

pero

pero




２冊目がお届けできてうれしいです。今回も楽しく書かせていただきました。よろしくお願い致します。










イラスト

くにみつ

Kunimitsu




アイ★チュウノベライズ第二弾です！

今回は ArS の出番が多め、彼らの新たな一面を知っていただけると幸いです。










イラスト

さとい

Satoi




心ちゃんの男の子時代が描けて楽しかったです。これからもポップンスターをよろしくおねがいします。










イラスト

しヴぇ

Shive




幼少期の皐月と睦月を描けて新鮮でした。

挿絵とともに楽しんで頂ければ幸いです。
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ななやことえ

Kotoe Nanaya




小説第２弾発売おめでとうございます。

幼少期を描く機会を頂けて嬉しいです。
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